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本誌専用合本バイングー発売中
バ ドミントン界 1年分12冊 を,穴 もあけず, ノリ

ーを発売中です。定価 500円 (送料実費)です。

本バ ドミントン協会出版局あて申込冊数明記のう

後払いでお送 りいたします。

も不要の便利な合本バインダ

ご希望の方はハガキで下記日

えお申し込み ください。代金

別 冊

19771「バ ドヽヽ

）ヽ
ントン0カレンダー

日本バ ドミントン協会では,昨年別冊 The
BadmintOn WOrld'76カ レンダー を発行

し,大変ご好評をいただきましたが,今年

は,全ページカラーで発売中です。大 きさ

はB3判 (週刊誌の 4倍大)12ページ。定

価 950円 (送料実費 )。 収録選手は1976年

の国内大会で好成績を収めた次の男女選手

です。

◆男子◆小島一平・池田信孝 。栂野尾昌一
。銭谷欽治・飯野佳孝 。土田証雄 。長谷

川博幸 。西村正美

◆女子◆湯木博恵・栂野尾悦子 。池田美加
・徳田敦子・秋本八代美 。谷美津代 。秋

本幸 ■・植野恵美子

The BadmintOn WOrld'77カ レンダーを
ご希望の方はハガキで下記日本バ ドミント
ン協会出版局あてお申し込み ください。代
金後夕、いでお送 りいたします。

丁he Badminton WOrld'77

が発行されました。

●好評発売中

「ユーバー杯奪還へ鈍

「第 7回世界女子バ ドミントン選手権 (ューバー杯 )

大会」の全記録を収録。カラーを含む数十枚の写真に

よって各国出場選手のプレーを分析できる選手 。指導
者必携の書。

●編集 =バ ドミントン界編集部
●著者=本田弘敏・小宮淳宏・小飼栄―・後藤忠弘・

福井正康 。宮永武司 。中山紀子
●写真撮影 =山田真市 |
●定価 1,000円 (送料 120円 )

お申込みは下記日本バ ドミン トン協会出版局ヘハガキ
でどうぞ。

〒 150東京都渋谷区神南 |― |― |

岸記念体育会館内
日本 バ ド ミン トン協 会 出版 局
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第
２７
回
秩
父
宮
杯

ｏ

全
日
本
学
生
バ
ド
ミ

秩
父
宮
妃
杯
争
奪

ン
ト
ン
選
手
権
大
会

男
子
は
中
央
大
が
四
連
勝
（９
度
目
）

女
子
は
日
女
体
の
二
連
勝
（９
度
目
）

第
２７
回
秩
父
宮
杯

・
秩
父
宮
妃
杯

争
奪
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
が
１０

月
２６
か
ら
３‐
日
ま
で
の
６
日
間
、
駒

沢
体
育
館

・
駒
沢
屋
内
球
技
場

。
国

立
競
技
場
代
々
木
第
２
体
育
館
で
行

な
わ
れ
た
。

同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
第
４

回
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
出
場
の
た
め

イ
ン
ド
ヘ
遠
征
中
の
近
藤

（日
女
体

大
）
、
植
野

（四
条
畷
短
大
）
の
不

参
加
は
あ
っ
た
が
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
精
鋭
に
よ
り
、
随
所
に
好
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
た
。

な
お
全
日
程
終
了
後
に
、
今
年
初

め
て
企
画
さ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

催
さ
れ
、
日
本
協
会
か
ら
も
森
友
徳

兵
衛
副
会
長
を
は
じ
め
数
多
く
の
出

席
を
見
、
協
会
役
員
、
学
連
、
選
手

一
体
と
な
っ
て
の
東
西
の
交
流
は
、

大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

企
画

・
連
営
に
携
わ
っ
た
学
連
の

ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。

◆
男
子
団
体
戦

▽
決
勝

中央大３
（輔２‐―‐０‐）‐法政大

副谷喘２
（‐５‐５‐‐‐‐‐２）０鯨　尾

にノ軸０
⌒‐４‐―‐５‐５）２榊　井

長谷川２
（‐５‐８‐‐・‐６）０中　井

管　　２（‐５‐５‐５田６‐０‐７）・辻

西
村
（明
』）
原

（中
大
は
４
年
連
続
、
９
回
目
）

不
動
の
オ
ー
ダ
ー
の
中
央
に
対
し
、

法
政
は
中
井
が
単
複
に
連
続
し
て
出

場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
苦
し

く
、
第
２
ゲ
ー
ム
に
入
る
と
別
人
の

よ
う
に
ス
タ
ミ
ナ
を
な
く
し
敗
れ
去

っ
た
。
辻
は
さ
い
先
よ
く
第
１
ゲ
ー

ム
を
先
取
し
、
第
３
シ
ン
グ
ル
ス
に

望
み
を
残
す
か
と
思
わ
れ
た
が
、
若

さ
に
温
れ
る
管
は
終
盤
に
な
る
に
つ

れ
持
ち
味
を
発
揮
、
単
に
強
い
中
央

の
伝
統
を
見
せ
た
。

第
１
ダ
ブ
ル
ス
で
西
村

・
長
谷
川

に
中
井

・
辻
が
当
っ
て
い
れ
ば
、
そ

の
勝
敗
に
よ
っ
て
優
勝
の
行
方
も
予

断
を
許
さ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
作
戦

を
読
み
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
法
政

の
オ
ー
ダ
ー
に
は
策
に
溺
れ
た
感
が

あ
っ
た
。

◆
女
子
団
体
戦

▽
決
勝

畑女体３
（鞠２‐

離　馴０
（７８

林　晴２（‐５‐５‐０

千　葉２
（‐‐‐‐

米　倉２（‐５５‐２

渡　辺　⌒町

（日
女
体
は
２
連
勝
、
９
回
目
）

（日
女
体
短
大
時
代
も
含
む
）

共
に
近
藤
、
植
野
の
両
エ
ー
ス
を

欠
き
な
が
ら
も
堂
々
の
決
勝
進
出
は

見
事
で
あ
っ
た
。
両
校
の
層
の
厚
さ

は
他
校
の
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

千
葉
の
不
調
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ス
欠

場
で
日
女
体
大
の
苦
戦
は
免
れ
な
い

も
の
と
見
え
た
が
、
こ
れ
に
奮
起
し

た
の
か
全
員

一
九
と
な
っ
て
の
勝
利

は
圧
巻
だ
っ
た
。

特
に
第
２
シ
ン
グ
ル
ス
の
、
シ
ン

グ
ル
ス
優
勝
候
補
の
高
田
に
対
し
、

互
角
に
打
ち
合
い
こ
れ
を
破
っ
た
米

倉
の
勝
負
根
性
の
し
た
た
か
さ
に
は

舌
を
巻
く
ば
か
り
で
あ
る
。

| | | | | | | | | | | |
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谷
り||

ヽ

男
子
単
を
圧
勝

女
子
は
高
田
の
逆
転
劇

谷
川
選
手
に
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

決
勝
の
第
１
ゲ
ー
ム
、
舛
田
は
常

に
リ
ー
ド
を
保
ち
、
学
生
最
後
の
花

を
飾
る
べ
く
よ
く
頑
張
っ
た
が
１２
ポ

イ
ン
ト
を
取
っ
て
か
ら
勝
ち
を
あ
せ

っ
た
の
か
几
ミ
ス
を
繰
り
返
す
う
ち

に
長
谷
川
の
強
打
を
呼
び
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
。
舛
田
は
準
決
で
、
東
日

本
決
勝
で
敗
れ
て
い
る
ラ
イ
パ
ル
村

元
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
良
く
決
勝

進
出
を
果
た
し
た
が
、
長
谷
川
と
し

て
は
同
じ
東
日
本
で
負
け
て
い
る
村

元
で
な
く
幸
い
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

◆
女
子
単

▽
準
決
勝

畷
（

幹高
側

『
２

一‐‐ ‐２
［

・ ・０
｝
０

体
（

多渡
蝶
つ

体
（

ょ米
れ
一
２

一］
［
一
一
０

体
（

陽千
畑

壽

▽
決
勝

▽ ◆△
原111撃掃爆言
2      2

15    15 15  15
1      1  1    1

9    13 6   5

0      0

策111路
管

▽
博長 決

谷 勝
幸川
2

15 15

‐２‐２）０＝　脚

（長
谷
川
は
初
優
勝
一

長
谷
川
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
　
長

身
を
利
し
た
鋭
角
的
な
ス
マ
ッ
ン
ュ

を
要
所
要
一叶
に
決
め
、
時
折
み
せ
る

グ
ッ
ン
ュ
の
良

い
攻
撃
的
な
ネ
ッ
ト

フ
レ
ー
に
、
計
り
知
れ
な
い
天
分
の

一
端
が
う
か
が
え
た
。
ま
だ
２
年
生

で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
今
後
大
き

く
成
長
す
る
た
め
の
努
力
を
＝
し
ま

な
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
関
係
者
な
ら
誰
で
も

が
抱
く

″祈
り
″
な
の
だ
ろ
う
か
。

今
迄
イ
ン
カ
レ
を
２
年
生
で
制
し

た
選
手
は
い
る
が
、
三
連
勝
の
記
録

は
な
い
。
前
人
未
踏
の
三
連
覇
を
長

幹高

子田
2

11113
1  1  1

58H

1

よ米
し
子倉

（高
田
は
初
優
勝
）

ベ
ス
ト
４
進
出
に
３
選
手
を
送
り

出
し
意
気
あ
が
る
日
女
体
大
勢
に
対

し
、
関
西
の
期
待
を

一
身
に
受
け
た

一呂
田
は
精
神
的
な
重
圧
を
よ
く
は
ね

返
し
団
体
戦
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

準
決
の
米
倉
対
千
葉
は
、
波
に
の

る
米
倉
が
、
練
習
で
も

一
度
も
勝
て

な
か
っ
た
と
い
う
千
葉
を
、
ス
ト
レ

ー
ト
で
し
か
も
圧
勝
の
番
狂
わ
せ
の

主
役
を
演
し
、
団
体
戦
の
対
戦
か
ら

見
て
も
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

″米
倉
有
利
″
の
声
が
聞
か
れ
た
。

し
か
し
高
田
の
冷
静
な
目
は
、
連

戦
の
疲
労
か
ら
か
勝
ち
を
意
識
し
す

ぎ
た
た
め
か
、
動
き
の
に
ぶ
く
な
っ

た
米
倉
を
第
２
ゲ
ー
ム
確
実
に
と
ら

え
、
逆
転
の
足
が
か
り
を
つ
か
ん
だ

フ
ァ
イ
ナ
ル
に
入
る
と
落
ち
着
い
た

一品
田
の
ペ
ー
ス
に
、
米
倉
は
終
始
先

手
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

今
大
会
の
高
田
対
米
倉
は
、
団
体

・
個
人
戦
を
通
し
て
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

で
あ
っ
た
。

●

， 一一

男子単優勝、長谷川博幸 (中 大 )女子単優勝、高田幹子 (四 条畷短大 )
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男
子
複

◆
男
子
複

▽
準
決
勝

中
　
井

基
　
夫

▽
決
勝

中
辻

井
２

（
‐５３‐７
‐‐ ‐
４‐５‐５

）
・
罰
谷
晴

（中
井

・
辻
は
三
年
連
続
三
度
日
）

結
果
的
に
み
て
、
中
井

・
辻
は
第

１
ゲ
ー
ム
を
接
戦
の
末
も
の
に
し
た

こ
と
が
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
。

１４

１
１０
と
ゲ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
を
握
ら
れ

た
も
の
の
、
こ
の
頃
か
ら
次
第
に
彼

さ↑
博
添
正西さ萩敏辻

央幸川美村  政弘
2           2

~日 V日

15 15 18
1   1

6 14

0           0
大⌒盛岩古舛 大⌒1亘栗 須

,災

藤体和崎光 Hl 体夫原

15
|     | |     |
ご   り_4  リ

O           o

基夏零[豊[塞委量嵩I合

中
井

・
辻
、
貫
禄
の
二
連
覇

女
子
複

波
に
の
っ
た
落
合

・
佐
藤
に
栄
冠

等
ら
し
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
力

強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
発
揮
さ
れ
、
追

う
者
の
強
味
も
手
伝
っ
て
逆
転
に
成

功
。
完
全
優
勝
を
狙
う
中
大
の
西
村

。
長
谷
川
に

一
矢
を
報
い
る
、
法
大

の
意
地
を
感
じ
さ
せ
た
。
第
２

・
第

３
ゲ
ー
ム
は
決
勝
戦
と
い
う
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
内
容
的
に
も

一
方
的
な

試
合
で
盛
り
上
が
り
を
欠
い
た
の
は

⌒ 畷⌒佐落
落 短四
合

V条
藤合

・      2
佐 _
藤 15  15
は  |     |

催
こ

―
ニ

ツト    0V体
⌒松 千

大 HV女
田葉

残
念
だ
っ
た
。

◆
女
子
複

▽
準
決
勝

落
　
合

光
　
子

一
　
蝶
２

（四
条

畷
短
）

千
　
葉

陽
　
子

難一　細２

（日
女

体
大
）

▽
決
勝

決
勝
は
好
試
合
が
期
待
さ
れ
た
が

予
想
に
反
し
て
千
葉

。
松
田
が
ど
う

し
て
も
波
に
乗
る
こ
と
が
出
来
ず
、

２
ゲ
ー
ム
ロ
８
ま
で
り
―
ド
す
る
の

が
や
っ
と
の
状
態
で
、
落
合

・
佐
藤

に
あ
っ
さ
り
押
し
切
ら
れ
た
。

落
合

・
佐
藤
は
ネ
ッ
ト
際
の
処
理

が
素
早
く
、
前
衛
で
勝
負
球
を
決
め

た
の
が
大
き
く
も
の
を
い
い
、
相
手

の
追
撃
を
許
さ
な
か
っ
た
。

女子複優勝、落合・佐藤 (四条畷短大) 男子複優勝、中井 。辻 (法大 )

4
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栄光の足跡

体団子男
11 優  勝 2  イ、

'

3  4と 開催地
1 慶 応 義 塾 大・

｀
′ ,: 大 学 たヽ 教 大 学

2 慶 応 義 塾 大 P/
教 大 学 関 東 学 院 大 学

教 大
ι
ｒ 大 学 慶 応 義 塾 大 学

4 教 大 学 墜 応 義 塾 大 学 同 志 社 大 学
5 教 大

′F 曜 応 義 塾 大 学 大 学

6 教 大
“
′ 嵯 応 義 塾 大 学 西 大 学

7 ′ヽ_ 教 大
だ
′ 墜 応 義 塾 大 学 1期 西 大 学

′ヽ_ 教 大
ハF 墜 応 義 塾 大 学 法 政 大 学 東  京

′ヽ_ 教 大 学 法 政 大 学 大 学 福  岡

慶 Lき 義 塾 大 学 法 政 大 学 ・一」 教 大 学 東  京

1 ′ヽ_ 教 大
′
杵 慶 応 義 塾 大 学 法 政 大 学

汐: 政 大
」
″ 教 大 学 慶 応 義 塾 大 学 愛   知

たヽ 教 大 rF
| 央 大 学 慶 応 義 塾 大 学 宮  城

4 υ( 大
一

， 慶 応 義 塾 大 rF 央 大 学 大  阪

11 央 大 ‘
， 法 政 大 学 一Ｌ 教 大 学 東  京

11 央 大
％
″ 浮: 政 大 学 教 大 学 東  京

11 央 大 学 法 政 大 学 一■ 教 大 学 大  阪

本 大 ヽ
″ 法 政 大 学 中 央 大 学 愛  知

11 央 大 早  稲  Hl 大  学 日 本 大 学 神奈 川

央 大 学 [I 本 大 学 法 政 大 学 大  阪

法 政 大 学 早  稲  IIl 大  学 日 本 大 学 宮  城

日 本 大
ハ
許 法 政 大 学 早 稲 田 大 学 愛  媛

央 大 学 日 本 大 学 法政大学・ 日本体育大学 福  岡

央 大 ‘
， 法 政 大 学 日本大学・ 日本体育大学 山  梨

央 大 学 法 政 大 学 日本大学・ 日本体育大学 奈  良

体団子女
l口 1 優  勝 2  位 3 位 開催地

3 京 都 女 イ‐ 大 学 盛 岡 女 r短 期 大 学 郡 山 女 r短 期 大 学
4 郡 山 女 r短 期 大 学 京 都 女 r大 学 青 山 学 院 大 学

日本 女 r体育短期 大学 京 都 女 r大 学 郡 山 女 子 短 期 大 学

京 都 女 子 大 学 同 志 社 女 r大 学 成 大 学

日 本 女 子 大 学 慶 応 義 塾 大 学 日本 女 r体育短期大学
日本 女 r体育短期大学 日 本 体 育 大 学 京 都 女 子 大 学 東  京

熊 本 女 r大 学 日本女子短期大学体育 京 都 女 r大 学 福  岡

熊 本 女 子 大 学 京 都 女 r大 学 大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 東  京

京 都 女 子 大 学 熊 本 女 r大 学 大 阪 樟 蔭 女 fr大 学

熊 本 女 イ 大 学 日本女子体育短期大学 日 本 体 育 大 学 愛  知

日本女 子体育短期大学 日 本 女 子 体 育 大 学 京 都 女 子 大 学 宮  城

日 本 体 育 大 学 日 本 女 子 体 育 大 学 京 都 女 子 大 学 東  京

日本女子体育短期大学 日 本 体 育 大 学 京 都 女 子 大 学 東  京

日 本 体 育 大 学 日 本 女 了 体 育 大 学 雇 郡 女 十 六 字 大  阪

日 本 女 子 体 育 大 学 日 本 体 育 大 学 熊 本 女 子 大 学 愛  知

日 本 女
「

体 育 大 学 青 山 学 院 大 学 日 本 体 育 大 学 神奈 川

日本 女 子 体 育 大 学 青 山 学 1完  大 学 日 本 体 育 大 学 大  阪

東 大 阪 短 期 大 学 日 本 体 育 大 学 日 本 女 子 体 育 大 学 宮  城

東 大 阪 短 期 大 学 日 本 女 r体 育 大 学 日 本 体 育 大 学 愛  媛

日 本 体 育 大 学 日 本 女 f体 育 大 学 東 京 女 子 体 育 大 学 福  岡

日 本 体 育 大 学 日 本 女 :F体 育 大 学 東京女r体育大学・青山学院大学 福  岡

日 本 体 育 大 学 日 本 女 r体 育 大 学 東京女 r体育大学・青山学院大学 山  梨

日 本 女 r体 育 大 学 レЧ 条 畷 学 同 ktl大 東京女r体育大学・日本体育大学 奈  良



栄光の足跡

男 子 個 人
年 シ  ン  グ  ル  ス /1'tL ス 1用 催地

優勝 広 田 敏 秀 慶 応 大 広 田 敏 秀・4ヽ 宮 i亨 宏 慶 応 大

優勝 広 |11 敏 秀 慶 応 大 広 [1敏 秀・ ′il‐ 嵐国夫 慶 応 大

優勝 望 月 文 雄 こ 教 大 f/r 藤 芳 郎・ |IJ山 .年   ,支 t教 大

5 優勝 佐 藤 芳 郎 立 教 大 岡  道 明・越 )|1  啓 慶 応 大

優勝 佐 藤 芳 郎 こ 教 大 イf田  裕・越 川  啓 慶 応 大
7 優勝 永 '卜 栄 立 教 大 望 月 文 雄・永 井 栄 t教 大
8 優勝 片 石 兼 敏 こ 教 大 片 石 兼 敏・板 垣 降 房 t教 大 東  京

9 優 勝 永 井 栄 こ 教 大 板 lu降 房 .4ヽ γr夕 r雄 こ 教 大 福  岡

0 優勝 小 宮 好 雄 立 教 大 板 lH降 房・′
l、 宮 ケチ雄 こ 教 大 東 京

1 優勝 板 垣 降 房 立 教 大 板 垣 降 房・ 4ヽ 宮 好 雄 立 教 大

2 優勝 板 垣 善 憲 こ 教 大 小 宮 好 雄・鈴 木 幸 春 ず4教 大 愛 知

3 優勝 γf 永 武 11 慶 応 大 森 晃 ―・沢 IⅡ 力 法 政 大 宮 城

優勝 東 条 義 昭 立 教 大 |夕 村  ド午・:|'本寸宙 光 法 政 大 大  阪

優勝 小 島  ‐ 平 中 央 大 本 田  務・鈴 木 健 法 政 大 東  京

優勝 秋 山 真 夫 中 央 大 大 竹 絃 ―・安 沢 武 司 立 教 大 京 都

優勝 小 島 一 ｀
「 中 央 大 lヽ 島 一 平・西 野 ― 征 中 央 大 東  京

優勝 西 野 ― 征 中 央 大 西 野 一 征 。本 間 順 次 中 央 大 大  阪

優勝 本 間 順 次 中 央 大 高 林 弘 則・本 問 順 次 中 央 大 愛 知

優勝 本 間 順 次 中 央 大 森  芳 夫・池 田 信 孝 法 政 大

神奈川2位 今 泉   勉 中 央 大 本 間 順 次・鷲 尾 正 中 央 大

3位 寺 前 信 之 立 教 大 栂野尾昌―・児 島  昇 法 政 大

優勝 杉 山   修 日 本 人 本 間 順 次・鷲 尾 正 中 央 大

大  阪
2位  本 間 順 次 中 央 大 門 間 幹 夫・木 戸 純 ― 日 体 大

3位 今 泉   勉 中 央 大 杉 山  修・牧 野 光 男 日 本 大

優勝 谷 「1   寛 立 教 大 草 島 正 治・ III所 光 男 法 政 大

↑T 城2位 遠 藤 好 男 日 本 大 門 間 幹 夫・木 戸 純 H体 大

3位  田 所 光 男 法 政 大 牧 野 光 男・遠 藤 好 男 日 本 大

優勝 遠 藤 好 男 日 本 大 草 島 正 治・田 所 光 男 法 政 大

愛 媛2位  谷 口  寛 立 教 大 L敏 博・本 間  享 早   大

3位 銭 谷 欽 治 中 央 大 相 川  進・銭 谷 欽 治 中 央 大

優勝 銭 谷 欽 治 中 央 大 飯 野 佳 孝・土 田 証 雄 日 本 大

福  岡

2位 舟 山 敏 彦 日 本 大 中 井 基 夫・辻  敏 弘 法 政 大
3位 松 口 金 彦 早   大 尾 崎 幹 雄・銭 谷 欽 治 中 央 大
3位 須 藤   茂 日 体 大 舟 山 敏 彦・村 谷 信 之 日 本 大

優勝 銭 谷 欽 治 中 央 大 飯 野 佳 孝・土 田 証 雄 日 本 大

山 梨

2位 山 本 茂 樹 中 央 大 銭 谷 欽 治・山 本 茂 樹 中 央 大
3位 栗 原 恒 夫 日 体 大 須 藤  茂・栗 原 恒 夫 日 体 大

3位  中 山 謙 吾 福 岡 大 中 井 基 夫・辻  敏 弘 法 政 大
優勝 土 田 証 雄 日  大 中 井 基 夫・j土  敏 弘 法 政 大

奈 良

2位  長谷川 博 幸 中 央 大 下 IR春 樹・イ中尾 信 一 法 政 大

3位 山 本 茂 樹 中 央 大 折 井 直 則・松 日 金 彦 早   大

4位 西 村 正 美 中 央 大 米 山 正 和・原  敏 夫 法 政 大

|「
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栄光の足跡

女 子 個 人
年 回 シ ン グ ソレ ス ダ  ブ   ル   ス 開催地

優勝 早 瀬 治 子 神 戸 大 田 中 弘 美・早 瀬 治 r 神 戸 大

優勝 小野寺 京 fr 青 山 学 松 山 昌 r・ 北 村 明 fr 京 女 大

優勝 小野寺 京 子 青 山 学 滝田三知江・吉 田 経 子 郡 山 短

優勝 斉 藤 千代子 成 漢 大 「可部 とし子・押 切 ひ ろ 福 島 大

優勝 松 本 享 子 京 女 大 斉藤千代 r・ 鈴木千代了 成  大

優勝 三 浦   節 尚 女 短 大 橋 艶 子・草 野 千栄子 岡 山 大 東  京

優勝 三 浦   節 尚 女 短 三 浦  節・沢 村 国 ff 尚 女 短 福  岡

優勝 山 崎 紀久子 熊 女 大 田島外茂子・秋 山 文 子 熊
~女

大 東  京

優勝 田 島 外茂子 熊 女 大 田島外茂子・山崎紀久子 熊 女 大

優勝 秋 山 文 子 熊 女 大 諸田みや
「

・青 山 博 子 日女体短 愛  知

優勝 高 木 紀 子 日女体短 諸田みや子・高 木 紀 子 日女体短 宮 城

優勝 高 木 紀 子 日女体短 高 木 紀 子・天 野 博 江 日女体短 大  阪

優勝 高 橋 とも子 日女体無1 高橋 と も r ・宮 崎 和 チ 日女体短 東  京

優勝 高 橋 とも子 日女体短 硲 恵美子・虫 賀 雅 r 日女体短 京 都

優勝 高 橋  とも子 日女体短 五十嵐明美・小 林 邦 子 日 体 大 東  京

優勝 湯 木 博 江 日女体大 高橋 とも子・宮 崎 和 子 日女体大 大  阪

優勝 湯 木 博 江 日女体大 硲 恵美子・湯 木 博 江 日女体大 愛  知

優勝 湯 木 博 江 日女体大 相沢マチ子・竹 中 悦 子 新潟青陵 神奈川

2位 竹 中 悦 子 新潟青陵 湯 木 博 江・本間恵美子 日女体大 神奈川

3位 高 坂   薫 青 学 大 松本 直美・高 坂  薫 青 学 大

優勝 湯 木 博 江 日女体大 柴山きよ子・高 橋 弘 F 東 大 阪

大  阪2位 柴 山 きよ子 東 大 阪 湯 木 博 江・本間恵美子 日女体大

3位 高 橋 弘 子 東 大 阪 小山登茂子・高橋 さよ子 青 学 大

優勝 柴 山 きよ子 東 大 阪 柴山きよ子・高 橋 弘 子 東 大 阪

宮 城2位 高 坂   薫 青 学 大 塩 崎 睦 子・池 田 美 加 日女体大

3位 卜 片 千恵子 日 体 大 堀川栄美子・陣 内 裕 子 日 体 大

優勝 西 尾 真理子 日 体 大 堀川栄美子・谷 美津代 日 体 大

愛 媛2位 秋 本 八代美 日 体 大 塩 崎 睦 子・池 田 美 加 日女体大

3位  谷   美津代 日 体 大 栗原えり子 。名 和 和 子 東 女 体

優勝 古 谷 成 代 日 体 大 池 田 美 加・塩 崎 睦 子 日女体大

福  岡
2位 塩 崎 睦 子 日女体大 西尾真理子・秋本八代美 日 体 大

3位 北 島 稔 子 日 体 大 樋 口 智 子・鈴木真知子 日女体大

3位 石 田 雅 子 日女体大 石 田 雅 子・吉 田 孝 子 日女体大

優勝 西 尾 真理子 日 体 大 秋 本 幸 子・徳 田 敦 子 四条畷短

山 梨
2位 徳 田 敦 子 四条畷短 秋本八代美・西尾真理子 日 体 大

3位 古 谷 成 代 日 体 大 石 田 雅 子・吉 田 孝 子 日女体大

3位 陣 内 裕 子 日 体 大 谷 美津代・井 上 昌 子 日 体 大

優勝 徳 田 敦 子 四条畷短 徳 田 敦 子・高 田 幹 子 四条畷短

奈  良
2位 高 田 幹 子 四条畷短 秋本八代美・西尾真理子 日 体 大

3位 千 葉 陽 子 日女体大 谷 美津代・井 上 昌 子 日 体 大

3位 西 尾 真理子 自 体 大 近 藤 4ヽ 織・渡辺多喜子 日女体大
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第
２５
回
文
部
大
臣
杯
争
奪

・
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

葉井 田元 根 田
2     2     2

15 15 15 15 15 15
1  1  1  1  1  1
78119812

0    0    0
田森 狭  高梅

棟
原重 り||

塚  口  葉
2    0    2

lH1 7 8 1Hl
l l l l l l
30111102

0    2    0
槙  高  広

野   田  ,頼

東
西
対
抗
競
技
大
会

第
２５
回
文
部
大
臣
杯
争
奪

・
全
日

本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
束
西
対
抗
競

技
大
会
は
、
イ
ン
カ
レ
に
さ
き
が
け

て
１０
月
２４
日
、
駒
沢
体
育
館
に
て
開

催
さ
れ
た
。

試
合
は
、
東
日
本
地
区

（東
軍
）、

西
日
本
地
区

（西
軍
）
か
ら
選
抜
さ

れ
た
代
表
選
手
に
よ
っ
て
、
男
子
７

試
合
、
女
子
５
試
合
、
混
合
ダ
ブ
ル

ス
３
試
合
の
計
１５
試
合
に
よ
る
対
抗

戦
形
式
で
行
な
わ
れ
た
。

男
子
は
層
の
厚
さ
を
誇
る
東
軍
が

わ
ず
か
２
ゲ
ー
ム
を
落
し
た
だ
け
で

圧
勝
。
第
５
回
大
会
以
来
２‐
連
勝
と

記
録
を
延
ば
し
た
。

女
子
は
、
西
軍
よ
く
健
闘
し
て
２

ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
た
が
、
内
容
的
に

も
あ
と

一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
東

軍
に
２
連
勝
を
阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
で
女
子
の
対
戦
成
績
は
西
軍
の

ｎ
勝
１０
敗
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
激

戦
が
大
い
に
楽
し
み
で
あ
る
。

―

男
子
は
東
軍
の
完
勝
―

―

女
子
も
順
当
に
東
軍
―

東軍１３（躊一３３７‐‐１０２０｝２西軍

▽
男
子即谷Ⅲ２

⌒‐５‐５‐‐４９）０糖　晰

中辻井２
⌒‐５‐５‐‐７９）０紳　柚

にノ難２（‐５‐５‐‐‐‐‐７‐０‐５）・猫　師

舛　田２
⌒‐５‐５‐‐０１）０　棟

秋　一死２（‐５‐５３‐‐１４‐０‐５）・中　山

辻　２
（‐５‐５‐‐７‐０）０本　田

長谷川２
（‐５‐５‐‐３‐‐）０増　田

▽女子畑　卿２
⌒‐５‐５‐‐４‐２）ＯＭ　師

漱　帥０
（‐‐‐２‐‐‐５‐５）２儲　・齢

千矢大
▽
湿
本
ロ

舛関松中千
●
出
場
選
手
紹
介

〈西
軍
〉
　

選
手

棟
　
　
敏
彦

（大
経
大
４
年
）

奈
良

一
条
高
出
身
　
　
出
場
２
回
＝

古
西
　
　
悟

（近
大
４
年
）

‐‐‐支
阜
束
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
Ｈ

谷
島
　
助
男

（近
大
４
年
）

金
沢
市
立
工
高
出
身
　
出
場
２
回
日

北
谷
　
恭

一
（福
大
４
年
）

高
松
商
業
高
出
身
　
　
　
　
初
出
場

森
　
　
重
明

（山
口
大
４
年
）

長
崎
東
高
出
身
　
　
　
　
　
初
出
場

宮
原
　
　
一
（関
大
４
年
）

高
志
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

梅
田
　
勝
彦

（近
大
４
年
）

添
上
高
出
身
　
　
　
　
出
場
２
回
日

塩
田
　
秀
行

（関
大
３
年
）

高
志
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

本
田
　
直
人

（熊
大
２
年
）

熊
本
高
出
身
　
　
　
　
　
初
出
場

増
田
伊
知
郎

（近
大
２
年
）

八
日
市
南
高
出
身
　
　
　
　
初
出
場

狭
川
　
恭
子

（大
阪
樟
蔭
大
４
年
）

ム
埜
長
一
条
高
出
身
　
　
出
場
３
回
日

川
添
　
雅
代

（武
庫
川
女
大
３
年
）

土
佐
女
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
Ｈ

四
宮
　
郷
子

（武
庫
川
女
大
３
年
）

佐
用
高
出
身
　
　
　
　
　
初
出
場

高
田
　
幹
子

（四
条
畷
短
大
２
年
）

四
条
畷
学
園
高
出
身
　
出
場
２
同
＝

広
瀬
　
純
子

（四
条
畷
短
大
２
年
）

岐
阜
富
田
女
高
出
身
　
　
　
初
出
場

落
合
　
光
子

（四
条
畷
短
大
２
年
）

甲
府
湯
田
高
出
身
　
　
出
場
２
回
日

日
原
　
禎
子

（山
陽
学
短
大
２
年
）

山
陽
女
高
出
身
　
　
　
　
　
初
出
場

損
野
い
く
子

（東
海
女
短
大
１
年
）

松
阪
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

佐
藤
　
真
弓

（四
条
畷
短
大
１
年
）

兵
庫
園
田
学
同
高
出
身
　
　
初
出
場

〈東
軍
〉
　

選
手

辻
　
　
敏
弘

（法
大
４
年
）

添
上
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

中
井
　
基
夫

（法
大
４
年
）

正
強
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

三
ノ
宮
芳
和

（中
大
４
年
）

高
岡
商
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
＝

秋
葉
　
　
博

（中
大
４
年
）

山
形
工
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
１１

村
元
　
英
美

⌒青
学
大
４
年
）

弘
前
市
高
出
身
　
　
　
　
　
初
出
場

西
村
　
正
美

（中
大
３
年
）

宙
山
商
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
日

長
谷
川
博
幸

（中
大
２
年
）

勝
出
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

千
葉
　
陽
子

（日
女
体
大
４
年
）

平
商
高
出
身
　
　
　
　
出
場
３
回
目

松
田
　
敦
子

（日
女
体
大
４
年
）

黒
石
高
出
身
　
　
　
　
出
場
２
回
Ｈ

矢
口
　
洋
子

（東
女
体
大
４
年
）

新
庄
南
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
日

沢
内
真
由
美

（東
女
体
大
２
年
）

新
庄
南
高
出
身
　
　
　
　
　
初
出
場

関
根
　
和
子

（日
体
大
２
年
）

青
陵
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

大
塚
ソ
ノ
エ

（日
体
大
２
年
）

青
陵
高
出
身
　
　
　
　
　
　
初
出
場

●
監
督

〈西
軍
〉
吉
岡
　
淳

（近
大
監
督
）

〈東
軍
〉
関
根
義
雄
（日
体
大
監
督
）

●
主
将

〈西
軍
〉
中
山
謙
吾

（福
大
４
年
）

九
州
学
院
高
出
身
　
　
出
場
２
回
日

〈束
軍
〉
舛
田
吉
光
（日
体
大
４
年
）

七
尾
商
高
出
身
　
　
　
出
場
２
回
目

●
主
務

〈西
軍
〉
小
島
　
聡

（京
大
４
年
）

榊
　
弘
次

〈東
軍
〉
古
池
　
秦

（早
大
４
年
）

山
口
ち
ひ
ろ
（日
体
４
年
）



竹製なればこそ発揮できる威力が

バドミントンのプレーに適 した材質

の特性であることに着日して、その

研究成果を集積、ここに今話題の

バンプーラケント〈ハイ・トーマス)が

誕生しました。

■竹 と木の合板による強靱なフレームと

細 くて長いテーパーシャフ トによる抜群

の反攪力と反椀音。■薄いフレームに竹

独特の強 さとしなりがシャープな振 りと

動 きを可能に します。■ガ ント張 りによ

るラケ ノトの変形が起 らない。■ソフ ト

グリ ンプが手に良 くなじみます。

日本バ トミントン協会推奨

NO B45A(カ バー付)¥4,000

理想のカント|ウ インテンクス

'4′

弾力性 ●I久性ハ ツクンのステンレスス

チールワイヤー巻 きの高級カ ノトです・

すばやい動きがいつもフレッシュイ′

′`ドミントンラケット(ハ イ・トーマス

竹の特性を生かした話題のバンブず乃
ロ
ット.4
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強豪がそれぞれ順当に勝ち名のり

第31回国民体育大会バ ドミン トン競技

第
３‐
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
は
、
佐
賀
県
牛
汁
町
に
於

て
１０
月
２５
日
よ
り
４
日
間
に
わ
た
っ

て
熱
戦
を
繰
り
開
げ
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◇
成
年
男
子

▽
準
決
勝

神奈川２
（鞠口‐‐００）０石　川

宮ノ‐、　鴫２
（‐５‐５‐‐９９）０相米川

笠　井２
（‐５‐５‐‐２‐‐）０．谷内

富　山２
（輔Ｈ日‐０）１新　潟

降　縣２
（‐５‐５‐‐８４）０鈴捧木

米　沢０
（３５‐―‐５‐５）２丸　山

〈●　泉２
（‐５‐５‐‐９３）０鈴　木

▽
三
位
決
定
戦

石　川２
（聴‐‐‐‐００）０新　潟

相米川２一‐５‐５‐２」６３‐５）・鈴捧木

■
谷
内
２

一
‐５‐５‐０
‐‐ ‐
７ ５‐５

一
・
丸
　
山

▽
決
勝

神奈川２
（輔２０１‐０‐）‐富　山

掛　鵬０
（・７‐―‐５‐５）２麟　嚇

１
米
　
沢

０
今
　
泉

◇
成
年
女
子

▽
準
決
勝

東　京２
（韓Ｈ‐‐００）０岐　阜

衛　咄２
（‐５‐５‐‐８７）０は　Ｍ

出物　木２
（‐‐‐‐「・３）０佐　円

香　川２
（鞠‐‐‐‐‐０）‐大　阪

Ｍ　州２
一‐５‐５９　８‐０‐５一・秋格十

年　田０
（７２　‐‐１１）２西　尾

田　所２
（‐‐‐‐
一５．）０秋本幸

▽
三
位
決
定
戦

大　阪２
（鞭‐‐‐‐００）０岐　阜

秋谷本２一‐５８‐５　７‐５８）・に　限

西　尾２
（‐‐‐‐　４５）０佐　円

▽
決
勝

東　京２
（鞣‐‐‐００）０香　川

彬　は２
（‐５‐５　２５）ＯＭ　嘲

湯　木２
（‐‐‐‐‐‐４９）０牛　田

◇
成
年
男
子

（教
員
）

▽
準
決
勝

石　川２
（範日‐‐‐０）‐熊　本

長観川２
（‐５‐５‐‐７３）０権　繰

和　田０
（５７‐―・５‐５）２工　藤

長谷川２
⌒‐５‐５‐‐・９）０稲　津

群　馬２
⌒鞠Ｈ‐‐‐０）‐和歌山

船　餅２（‐５‐８‐０‐‐‐５‐４‐５）・相　酬

桐一　生１（７‐５９‐‐―‐５‐４‐５）２山　本

▽一位料詢戦⌒‐５‐５‐‐８２）０門　間

和歌山２⌒鞠Ｈ‐‐００）０熊　本

岬　梢２
（‐５‐５‐‐８‐‐）０権　・灘

武
　
藤
２

一
‐５６‐７
‐‐‐
‐‐‐５‐４

一
・
稲
　
津

▽
決
勝

石　川２
（鞭Ｈ‐‐‐０）‐群　馬

長徳川２
（‐５‐５‐‐５５）０船　餅

和
　
田
０

長
谷
川
２

◇
少
年
男
子

▽
準
決
勝

石　川２
（軸‐‐‐‐００）２香

唾　和２
（‐５‐５‐‐‐２９）０性

森　田２
一‐８‐５４‐‐―‐５８‐５）・平

滋　賀２
（鞭‐‐‐‐‐０）‐三

Ｍ　Ｍ２
（‐５‐５‐‐８‐２）０耐

西　堀１一５８‐５‐‐‐‐５‐５‐‐）２北

西　山２
（‐５‐５‐‐‐０８）０井

▽
三
位
決
定
戦

香　川２
（鞠‐‐‐‐‐０）‐三

社　瓢２一‐５‐３‐８円８‐５‐６）・蜘

平　野０
（‐７８‐―‐８‐５）２井

■　原２
（‐５‐５‐‐・６）０山

▽
決
勝

石　川２
（聴‐‐‐‐００）０滋

島   井
2      2

1515 151515
1  1  1  1 1
11 10 121318

15158 5 3
1  1  1  1  1

7 4 15 1515

1      2
桐   今

西ｔ
ｉｌ

10

野原  川西山1午  重



坂 重

日 本 山
2     2

15 15 18 15
1  1  1  1

1210 16 8

0    0
北  西西

◇
少
年
女
子

▽
準
決
勝

大新
藤青

０
東
　
一示

０
融
　
漱

０
水
　
野

０
高
　
知

井 井木 看 村  井 ワ
2    2  /__、   2    2  ⌒

__単 複 __単 複
11 11 15 15 1  1 11 11 15 15 1  1
1  1  1  1  1  1  1  1   1  1  1  1
474300334400

▽
三
位
決
定
戦

東　京２
（聴‐‐‐‐００）

融　漱２
（‐５‐５‐‐‐０６）

水　野２
（‐‐‐‐‐‐３３）

▽
決
勝

大　阪２
（

石
二
川

２

石
川
好
２

*

０動
０
浜

０
高０動

０
浜

_⌒ 単 複
11 11 1515 9  :  1
1  1  1  1  1  1  1
78691500

0     1     o
青  藤デi 新

木  井木  潟 山 堀橋田本日本

少
年
女
子
決
勝
　
戦
評

（日
バ
理
事
、
選
手
強
化
委
員
、

大
会
副
審
判
長
、
伊
藤
基
記
）

大
阪
は
夏
の
イ
ン
ハ
イ
の
圧
勝
を

甘
く
見
て
い
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ

て
自
信
を
感
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
こ
と
は
比
較
的
慎
重
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
で
充
分
う
か

が
え
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
第
１
ゲ
ー
ム
で
は
裏

目
に
で
た
よ
う
だ
。
新
潟
の
青
木

・

藤
井
組
は
な
る
べ
く
石
川
を
さ
け
て
、

平
を
振
り
廻
す
。
夏
の
教
訓
を
充
分

に
活
か
し
て
い
る
と
見
た
。
石
川
は

時
々
し
か
訪
れ
な
い
強
打
の
チ
ャ
ン

ス
に
ど
う
し
て
も
焦
り
が
で
る
。

平
は
応
ず
る
の
が
精

一
杯
、
な
く

も
が
な
の
ネ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
が
で
る
。

９
１
９
ま
で
は
そ
れ
で
も

一
進

一
退

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
大
阪
は
完

全
に
新
潟
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
こ
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
、
空
地
を
ね
ら
っ
て
い
た
新

潟
が
チ
ャ
ン
ス
に
ボ
デ
イ
と
ミ
ド
ル

を
果
敢
に
ね
ら
い
、
あ
っ
と
い
う
間

に
１５
‐
９
と
寄
り
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
２
ゲ
ー
ム
。
大
阪
は
何
と
か
、

自
分
の
ペ
ー
ス
を
見
出
そ
う
と
懸
命

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
探
り
は
、

最
初
の
数
ポ
イ
ン
ト
の
応
酬
で
終
っ

た
。
大
阪
は
前
陣
速
攻
の
感
を
と
り

戻
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
攻
守
に
ま

さ
る
大
阪
の
勝
は
き
ま
っ
た
と
い
え

る
。
大
阪
が
本
来
の
ペ
ー
ス
を
と
り

戻
せ
ば
、
新
潟
が
そ
の
圧
迫
か
ら
焦

り
が
で
る
こ
と
必
定
。
２
１
５
ま
で
、

と
り
す
が
る
の
が
精

一
杯
、
２
１
１４

ま
で
９
ポ
イ
ン
ト
と
ら
れ
、
そ
こ
で

僅
か
に
１
ポ
イ
ン
ト
報
い
た
だ
け
で
、

４
１
１５
の
大
差
で
、
ゲ
ー
ム
・
カ
ウ

ンヽ

新
潟
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
小

細
工
の
う
ま
さ
で
乗
り
切
ろ
う
と
す

る
悪
い
く
せ
が
で
て
、
第
２
ゲ
ー
ム

を
大
差
で
失
っ
た
こ
と
が
致
命
的
と

な
っ
た
。

第
３
ゲ
ー
ム
に
は
い
っ
て
、
新
潟

は
ね
ば
り
に
徹
し
て
、
６
１
７
と
つ

け
て
ゆ
く
の
が

一
杯
、
ペ
ー
ス
を
思

い
出
し
た
大
阪
の
猛
攻
を
さ
け
切
れ

ず
、
６
１
１５
と
、
第
２
ゲ
ー
ム
の
後

半
を
再
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

シ
ン
グ
ル
ス

第
１
ゲ
ー
ム
。
青
木
選
手
は
う
ま

い
選
手
だ
。
然
し
、
石
川
選
手
に
対

す
る
と
、
ウ
イ
ン
ニ
ン
グ
が
だ
せ
な

い
。
２
１
２
か
ら
、
２
１
１０
。
然
し

さ
す
が
に
青
木
嬢
、
ね
ば
り
に
ね
ば

っ
て
、

一
気
に
寄
り
切
ろ
う
と
す
る

石
川
選
手
の
ミ
ス
を
誘
い
７
１
１０
と

迫
る
。
が
、
こ
れ
が
精

一
杯
、
石
川

選
手
は
、
と
ど
め
の
数
発
を
残
し
て

い
た
。
カ
ウ
ン
ト
８
１
Ｈ
。

第
２
ゲ
ー
ム
。
青
木
選
手
は
第
１

ゲ
ー
ム
の
追
い
あ
げ
の
味
を
肝
に
銘

し
て
い
た
の
か
、
４
１
０
と
意
外
に

好
リ
ー
ド
。
け
れ
ど
も
、
石
川
選
手

は
も
と
も
と
総
て
に
お
い
て
、　
一
枚

上
。
４
１
６
と
逆
転
し
て
か
ら
７
１

１０
と
と
り
す
が
る
青
木
嬢
を
振
り
切

っ
た
。

通
覧
す
る
と
、
夏
の
成
績
か
ら
考

え
る
と
、
大
阪
勢
が
新
潟
勢
に
追
い

つ
か
れ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
が

私
は
両
者
の
力
関
係
は
変
っ
て
い
な

い
と
思
う
。
夏
の
新
潟
勢
は
大
阪
の

先
制
攻
撃
に
圧
倒
さ
れ
て
、
実
力
を

出
し
切
れ
な
か
っ
た
だ
け
と
解
し
て

い
る
。
唯
、
選
手
達
が
あ
ま
り
に
も

監
督
の
指
示
を
う
か
が
い
な
が
ら
、

ゲ
ー
ム
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
大

観
衆
の
中
で
、
孤
独
の
ゲ
ー
ム
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
際
試
合
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
た
え
る
選
手
に
彼
女

等
が
育
つ
か
ど
う
か
、
年
寄
り
の
杞

憂
で
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
さ
ね
ば
な
ら

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

少年女子優勝 。大阪 (石 川 。平 )

．
〈

孟

憔
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神
奈
川
ス
ポ
ー
ッ
賞
に
輝
く

賀
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
成
年
男
子
の
部
優
勝
の

島

一
平

・
宮
川
秀
樹

・
笠
丼
教
行
の
三
選
手

十

一
月
二
日

「文
化
の
日
」

横
浜
市
中
区
山
下
町
の
県
民
ホ
ー

ル
で
五
十

一
年
度
神
奈
川
文
化
賞

・

ス
ポ
ー
ツ
賞

（神
奈
川
県
、
神
奈
川

新
聞
社
共
催
）
の
贈
呈
式
が
催
さ
れ

十
氏
、
四
団
体
の
栄
誉
を
三
千
五
百

人
の
参
加
者
が
祝
福
。

同
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
二
連
覇
を

成
し
遂
げ
た
、
小
島

一
平

（三
二
）、

宮
川
秀
樹

↑
∵
八
）、
笠
井
教
行

↑
一

七
）
の
三
選
手
に
も
限
り
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
た
。

（以
下
は
１０
月
２９
日
付
、
■
月
２

Ｈ
付
神
奈
川
新
聞
よ
り
）

小 佐

三
連
覇
へ
も
意
欲

４８
年
来

不
動
の
ト
リ
オ

ダ
ブ
ル
ス
落
と
し
苦
戦

四
十
八
年
の
千
葉
国
体
か
ら
不
動

の
ト
リ
オ
で
あ
る
。
優
勝
、
準
決
勝
、

そ
し
て
こ
の
二
連
覇
。
常
に
決
勝
を

争
う
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
実
績
は
、
高

く
評
価
さ
れ
る
。

今
回
体
は
初
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
、

ダ
ブ
ル
ス
と
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
を
連

取
す
る
快
進
撃
。
切
り
札
の
小
島
は

第
２
シ
ン
グ
ル
ス
に
出
番
が
な
か
っ

た
。
笠
井
の
が
ん
ば
り
で
、
小
島
の

ス
タ
ミ
ナ
を
温
存
出
来
た
と
い
え
る
。

だ
が
、
宮
山
と
の
決
勝
は
苦
し
か

っ
た
。
ダ
ブ
ル
ス
が
ス
ト
レ
ー
ト
負

け
し
、
笠
井
も
第
１
セ
ッ
ト
を
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
す
え
落
と
し
た
。
ベ
ン

チ
に
不
安
の
色
が
漂
う
。
し
か
し
、

，マ
」で
笠
井
は
巻
き
返
し
た
。
「さ

あ
、
い
け
」
の
声
を
浴
び
て
、
気
力

の
ス
マ
ッ
シ
ュ
だ
。
こ
つ
な
れ
ば
追

う
者
の
強
み
。
初
め
て

一
人
で
コ
ー

ト
に
立
つ
小
島
が
、
持
ち
前
の
フ
ァ

イ
ト
む
き
出
し
に
大
熱
戦
を
乗
り
切

っ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
と
し
は
準
決
勝
ま
で
組
み
合

わ
せ
が
楽
で
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

そ
れ
に
一
線
級
が
ア
ジ
ア
選
手
権
と

の
関
係
で
、
出
場
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
ね
」
。
鈴
木
監
督
は
勝
っ

て
当
た
り
ま
え
の
口
ぶ
り
だ
。
事
実
、

昨
年
の
方
が
つ
ら
か
っ
た
と
い
え
る
。

決
勝
の
相
手
は
東
京
だ
っ
た
。
銭
谷
、

栂
野
尾
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
が
い
た
。
Ｆ
」
れ
を
落

と
し
た
ら
勝
ち
め
は
な
い
」
と
小
島
、

宮
川
が
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
ダ
ブ
ル

ス
を
先
取
し
、
突
破
口
を
切
り
開
い

た
の
だ
っ
た
。
こ
の
コ
ン
ビ
は
、
和

歌
山
、
鹿
児
島
両
国
体
で
も
二
連
勝

し
て
い
る
強
者
な
の
だ
。

小
島
は

″
世
界
の
　
平
″
で
あ
る
．

各
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
集
ま
る
全

英
選
手
権
で
３
位
．
令
日
本
選
手
権

で
は
シ
ン
グ
ル
ス
を
」８
”
、ヽ
グ
ブ
ル

ス
を
４
度
制
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
だ

打
っ
て
拾

っ
て
の
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド

ぶ
り
に
加
え
、
小
柄
な
体
に
闘
志
を

た
ぎ
ら
せ
る
勝
負
根
性
は
逸
品
で
あ

る
．
宮
川
は
小
島
と
の
名

コ
ン
ビ
■

り
に
定
評
が
あ
る
。
運
動
具
店
を
共

同
経
常
し
て
い
る
よ
う
に
、
呼
吸
は

ひ
っ
た
り
　
安
定
し
た
ス
ト
ロ
ー
ク

と
レ
ン
ー
ブ
カ
が
光
る
。
笠
井
は
サ

ウ
ス
ボ
ー
の
強
打
者
．^
今
回
体
で
全

略
を
マ
ー
ク
し
た
活
躍
ぶ
り
は
、
１

連
覇

へ
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
も

の
で
あ

っ
た
．

ト
リ
オ
の
り
―
ダ
ー
は
も
ち
ろ
ん

年
長
者

一三
十
二
歳
）
の
小
島
で
あ

る
。
率
先
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
先
頭

を
切
る
。
こ
の
勝
負
に
対
す
る
厳
し

さ
は
、
あ
と
の
二
人
に
も
し
み
わ
た

る
。
国
体

一
ヶ
月
前
か
ら
本
格
的
な

練
習
に
入
る
。
三
人
と
も
タ
バ
コ
は

ぴ
っ
た
り
や
め
、
酒
も
ピ
ー
ル
を
コ

ッ
プ
２
、
３
杯
て
い
ど
。
酒
屋
の
息

子
で
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
ボ
ト
ル
一
本

は
あ
け
る
宮
川
で
さ
え
、
そ
う
だ
。

こ
の
宮
川
は
体
重
八
十
七
キ
ｏ、
二
十

八
歳
の
若
さ
で
お
な
か
が
少
し
出
っ

ぱ
り
気
味
。
そ
れ
を
菜
食
に
か
え
八

。
キ
減
量
、
ス
タ
ミ
ナ
養
成
に
励
ん
だ
。

三
十
二
歳
の
鈴
木
監
督
は
県
内
で
は

ま
だ
現
役
選
手
。
同
体
入
り
す
る
と

二
十
七
歳
の
笠
井
と
組
ん
で
、
小
島

・
宮
川
の
相
手
を
つ
と
め
る
。
負
け

ん
気
の
小
島
に
陽
気
な
宮
川
、
日
か

す
は
少
な
い
が
粘
り
強
い
笠
井
。
こ

の
二
人
を
温
厚
な
鈴
木
監
督
が
ま
と

め
る
。
和
気
あ
い
あ
い
の
四
人
組
で

,2



あ
る
。「来

年
は
海
外

へ
ど
ん
ど
ん
出
て

さ
ら
に
腕
を
み
が
く
」
と
小
島
が
い

え
ば
、
宮
川
は

「半
年
前
か
ら
調
整

小
島

（
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元

町
）
が
鮮
や
か
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
た

た
き
こ
み
、
本
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
成

年

一
般
男
子
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

三
連
覇
で
あ
る
。
小
島
が
ラ
ケ
ッ
ト

を
高
々
と
放
り
上
げ
て
喜
び
を
表
現

し
よ
う
と
す
る
が
、
笑
顔
は
な
い
。

ベ
ン
チ
か
ら
飛
び
出
し
た
鈴
木
監
督

（三
菱
重
工
）、
笠
井

（関
東
白
工
）

の
顔
は
こ
わ
ば
っ
て
い
る
。
右
足
を

引
き
ず
り
な
が
ら
駆
け
よ
る
官
川

（ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）
の
姿

が
、
苦
戦
の
跡
を
物
語
っ
て
い
た
。

初
戦
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
の
快

進
撃
を
続
け
て
き
た
が
、
こ
の
決
勝

は
苦
し
か
っ
た
。
ダ
ブ
ル
ス
で
小
島

・
宮
川
が
あ
っ
さ
り
敗
退
。
第
１
シ

ン
グ
ル
ス
の
笠
井
も
第
１
セ
ッ
ト
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
す
え
落
と
し
、
ベ

ン
チ
に
暗
い
影
が
よ
ぎ
っ
た
。
笠
井

は

「負
け
て
は
ぃ
け
な
い
と
緊
張
し

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
」
と
、
こ
の
セ
ッ

ト
を
振
り
返
る
。
し
か
し
持
ち
前
の

に
入
る
ぞ
」
。
笠
井
も

「
ス
マ
ィ
ン

ュ
に
も
っ
と
威
力
を
つ
け
て
や
る
」
。

二
連
覇

へ
の
意
欲
を
既
に
燃
や
し
て

い
，０

。

強
打
が
よ
み
が
え
っ
た
。
第
２
セ
ッ

ト
を
競
り
勝
ち
、
第
３
セ
ッ
ト
は

「さ
あ
い
け
」
と
ベ
ン
チ
の
声
援
を

浴
び
て
、
気
力
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決

め
た
。
こ
つ
な
れ
ば
切
り
札
小
島
の

存
在
が
生
き
る
。
フ
ァ
イ
ト
を
む
き

出
し
に
し
て
、
中
大
の
後
輩
で
あ
る

今
泉
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
た
。

「笠
井
が
第
２
セ
ッ
ト
で
１４
‐
‐３

と
追
い
上
げ
ら
れ
た
と
き
は
、
生
き

た
こ
こ
ち
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。

で
も
、
よ
く
我
慢
し
て
ひ
っ
く
り
返

し
て
く
れ
ま
し
た
」
、
鈴
木
監
督
は

控
室
で
初
め
て
顔
を
崩
し
た
。
そ
の

横
で
小
島
が

「心
臓
が
痛
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
た
め
息
を
つ
く
。
三

時
間
の
大
熱
戦
に
ど
の
顔
も
疲
れ
き

っ
た
表
情
だ
。

宮
川
は
試
合
前
の
練
習
で
張
り
切

り
す
ぎ
、
右
足
首
を
ね
ん
ざ
。
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
用
の
バ
ン
テ

ー
ジ
テ
ー
プ
で
固
定
し
、
痛
み
を
こ

ら
え
て
い
た
。
こ
の
官
川
が

「ま
し

め
に
や
っ
て
い
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は

回
っ
て
く
る
も
の
で
す
ね
」
と
し
み

し
み
も
ら
し
た
。
三
選
手
は
団
体
に

備
え
て
、　
一
ヵ
月
前
か
ら
本
格
的
な

練
習
を
始
め
た
。
今
月
中
旬
に
は
大

学
選
手
と
合
同
合
宿
を
張
っ
て
体
力

を
養
成
し
、
ス
タ
ミ
ナ
に
自
信
を
持

っ
た
と
い
つ
。

「根
性
の
勝
利
で
す
よ
。
富
山
は

こ
れ
ま
で
決
勝
へ
出
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
粘
り
に
も
限
度
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
う
ち
の
メ
ン
バ
ー
に
は
過

去
三
度
優
勝
の
強
味
が
あ
り
ま
す
か

ら
ね
」
。
小
島
が
胸
を
張
っ
た
。
「小

島
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
笠
井
の
が

ん
ば
り
、
そ
し
て
宮
川
の
勝
負
強
さ

だ
」
。
競
技
委
員
長
と
し
て
ゲ
ー
ム

を
見
守
っ
て
い
た
内
藤
県
協
会
理
事

長
の
言
葉
が
、
勝
因
を
い
い
え
て
い

２つ
。か

ん
ビ
ー
ル
で
祝
杯
を
あ
げ
、　
一

ヵ
月
ぶ
り
の
た
ば
こ
を
お
い
し
そ
う

に
く
ゆ
ら
す
三
選
手
。
「
今
夜
は
博

多
で
祝
宴
だ
」
と
気
勢
を
あ
げ
た
。

実
を
む
す
ぶ

大
会
前
の
節
制

課
一示酒

ｏ
林示
煙
、
解
林示
だ
」

記
念
撮
影
を
す
る
後
列
左
よ
り
小
島
選
手
、

鈴
木
監
督
、
前
列
左
よ
り
笠
井
、
宮
川
選
手
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第
３
回
全
日
本
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

し
か
し
試
合
と
な
れ
ば
話
は
別
、

懸
命
に
シ
ャ
ト
ル
を
追
う
姿
は
真
剣

そ
の
も
の
。
そ
の
若
さ
溢
れ
る
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
に
、
会
場
か
ら
拍
手
の

渦
が
絶
え
な
か
っ
た
。

本
部
で
は
、
遠
方
よ
り
は
る
ば
る

駆
け
つ
け
た
参
加
チ
ー
ム
に
、
手
ぶ

ら
で
帰
し
て
は
申
し
訳
な
い
と
、
大

変
な
気
の
つ
か
い
よ
う
。
そ
れ
も
、

Ａ
プ
ロ
ッ
ク
で
は
大
阪
代
表
が
２
位
、

兵
庫
代
表
が
３
位
、
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
で

は
山
口
代
表
が
優
勝
、
大
阪
代
表
が

２
位
、
北
海
道
代
表
が
３
位
、
Ｃ
プ

ロ
ッ
ク
で
は
鹿
児
島

・
北
海
道
代
表

が
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
賞
し
た
の
を

見
と
ど
け
る
と
、
ほ
っ
と
胸
を
撫
で

下
し
た
様
子
だ
っ
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
Ａ
プ
ロ
ッ
ク

▽
準
決
勝

彬地
レげ
　２１０　西
の
宮

０
劃

大
阪
家
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や
っ
ば
リ

マ
マ
は
強
か
っ
た

第
３
回
目
を
迎
え
た
全
日
本
杢́
廷

婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
■
月

ｎ

・
‐２
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
東
京

都
江
東
区
ス
ポ
ー
ツ
会
館
に
於
て
、

参
加
チ
ー
ム
５６
、
参
加
選
手

・
役
員

四
百
人
に
も
及
ぶ
盛
大
さ
で
開
催
さ

れ
た
。

関
東
地
区
で
は
９０
チ
‐
ム
も
の
参

加
に
よ
る
予
選
大
会
の
あ
っ
た
プ
ロ

ッ
ク
も
あ
り
、
今
や

″
マ
マ
さ
ん
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
″
の
占
め
る
も
の
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
中
に
も
大
き
く

膨
ら
み
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

会
場
で
は
、
学
生
や
社
会
人
の
大

会
で
は
見
ら
れ
な
い
な
ご
や
か
な
風

景
が
至
る
所
で
巻
き
起
っ
て
い
た
。

腕
白
ざ
か
り
の
子
供
を
指
ぶ
か
け
る

教
育
Ｔ
じ
型
、
赤
ち
ゃ
ん
に
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
る
保
育
型
、
パ
パ
に
子
供

を
任
せ
た
婦
唱
夫
随
Ｔ
↓
型
、
技
術

論
に
花
を
咲
か
せ
る
勉
強
型
、
お
菓

子
や
果
物
に
夢
中
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク
型
、

…
…
こ
れ
ぞ
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
醍
醐
味
な
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

嗽

大
成
功
を
お
さ
め
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
合
う

'4
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cプ ロック

草 加  A(埼 玉)①

鎌谷あすなろ(千 葉)②

セ  プ  ン(東 京

大阪家庭婦人連盟(大 阪)(D

江 東 ス ワ ン(東 京)⑤

き さ ら ぎ(東 京)⑥

横浜I・ C・ B・ C(神奈り||)⑦

栗山マザーズ(北海道)③

島(東 京)⑨

洲(千 葉)⑩

宇都宮エースA(栃 木)①

し ら ぎ く(東 京)⑫
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決
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⑬ た ん lF iF(東  京 )

⑭ 横  須  賀(愛 知 )

⑮福 生 スワ ン(東 京)

⑬鹿 児 島 マ マ(鹿児島)

⑫レデ ィス B(東 京)

①北    (東 京)

⑩ダ ッ ク ス(東 京)

④函 館 愛 好 会(北海道)

②宇都宮エースB(栃 木)

②草

④船 橋

② レ デ

加  B(埼  玉 )

ス ワ ン(千

ィ ス A(東

湯
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Aプロック

杉並レディスA(東 京)①

横浜I・ C・ B・ C(神奈川)②

目黒 ダ ック ス(東 京)③

木更津クラブ(千 葉)④

練 馬 ク ラブ(東 京)⑤

根 岸 クラブ(東 京)⑥

西  ノ  宮(兵 庫)⑦

Bプロック

決

１３

ユーバー クラブ (神奈川 )

◎杉並レディスB(東 京)

⑩上 尾 ク ラブ(埼 玉)

湯 島 ク ラ ブ(東 京 )

⑫秋 サ||ク ラブ(東 京)

⑬グリーンクラブ(神奈川)

⑭大阪家庭婦人連盟(大 阪)

3  0

0

板

ひ ま

ロ

流

エ

橋(東 京)①

わ り(東 京)②

ン(東 京

山(千 葉)④

ス(東 京)⑤

1
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⑫
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あ じ

館 (北海道 )

い(千 葉 )

ボ(東 京 )

じ(東  京 )

,尺 (神奈川 )

は (東  京 )

⑭

⑮

⑬

⑫

⑪

藤

い

レ デ ィ ス(東 京 )

大阪家庭婦人連盟 (大 阪 )

有  秋  台(千 葉 )

山

調布スワロー(東 京)⑥

口 (山  口 )⑦

クロー バ ー(東 京)③

ユ ー パ ー (神奈川)◎
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時速270Mの
スマッシ■/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが寺速270kmの スピードで、相手コー トに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラ・ソキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと細身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのように打つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラックパワーと恐れられています。

NL8100 BLACKEN
●No 8100プラッキー……………… ¥5′ 900

奎



第31回国民体育大会バドミントン競技

第 1ゲームはこのようなネット際の攻防が数多く見られた
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小
島

・
宮
川
も
決
勝
ま
で
は
無
敗
だ
っ
た
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単

。
複
に
健
闘
し
た
今
泉
（宮
山
）
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女
子
決
勝
戦

教
員
決
勝
の
群
馬
の
桐
生
（
手
前
）
対
石
川
の
長
谷
川

湯
木
が
い
る
か
ざ
り
東
京
は
負
け
な
い
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杯・秩父宮妃杯争奪

ドミントン選手権大会

長谷川(中 央大)の豪快なスマッシュ

|ザ■ ■|

1鍼,

2年連続優勝の中井 。辻 (法大)

見事,金的を射とめた落合・佐藤 (四条畷短大) 女子シングルスを制した高田 (四条畷短大 )
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第27回秩父宮

全日本学生バ

く
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男
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝

舛
田
（
日
体
大
）
も
が
ん
ば
っ
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が

…
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感
慨
深
か
っ
た
佐
賀
国
体

開
会
式
の
日
、
私
は
あ
る

一
つ
の

事
に
興
味
を
感
し
た
。
開
会
式
は
、

大
会
関
係
者
の
努
力
と
協
力
の
も
と

に
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
何
度
も
国

体
に
参
加
し
た
選
手
も
、
初
参
加
の

選
手
も
、
開
会
式
に
は
特
有
の
緊
張

が
あ
る
と
思
う
し
、
会
場
の
観
衆
も

初
め
て
我
が
町
で
行
な
わ
れ
る
全
国

的
行
事
に
対
す
る
関
心
と
、
期
待
の

混
っ
た
緊
張
が
あ
る
。
こ
の
緊
張
が

式
典
を
盛
り
上
げ
た
よ
う
に
感
し
た
。

し
か
し
、
私
の
興
味
は
開
会
式
で

は
な
く
、
開
会
式
後
の
試
合
か
ら
で

あ
る
。
体
育
館
に
設
置
さ
れ
た
六
つ

の
コ
ー
ト
で
は
第

一
試
合
が
始
ま
っ

た
。
地
元
観
客
が
約
九
割
を
占
め
る

会
場
は
開
会
式
に
反
し
も
う

一
つ
盛

り
上
が
ら
な
い
。
良
い
プ
レ
ー
に
拍

手
は
起
こ
ら
な
い
し
、
ま
た
、
何
で

も
か
ん
で
も
拍
手
す
る
人
も
い
る
。

「
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
ん
け
ん
ね
、

帰
ろ
う
」
と
い
う
声
を
聞
い
て
、
十

分
に
普
及
し
て
い
な
い
競
技
と
し
て

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
感
し
た
。
そ
し

て
私
は
最
終
日
ま
で
に
観
客
が
ど
う

変
化
す
る
だ
ろ
う
か
興
味
を
感
じ
た

の
で
あ
る
。

二
日
日
、
三
日
日
と
進
む
に
従
い
、

だ
ん
だ
ん
変
化
が
起
き
て
き
た
。
そ

れ
は
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
し
て
最
終
日
、
体
育
館
内
満
員

の
観
衆
は
第

一
日
目
と
同
じ
地
元
の

人
々
だ
っ
た
。
が
し
か
し
、
館
内
の

熱
気
と
、
緊
張
は
言
い
表
わ
せ
な
い

ほ
ど
盛
り
上
が
っ
て
い
た
ｃ
敵
、
味

方
を
問
わ
ず
、
良
い
ブ
レ
ー
に
は
遠

く
の
方
か
ら
も
拍
手
喝
朱
し
、
残
念

な
ブ
レ
ー
に
は
た
め
息
が
流
れ
る
。

「
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
」
「楽
し

い
ね
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
」
等
と
、

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
。
そ
の
他
も

ろ
も
ろ
、
各
選
手
の
ブ
レ
ー
に
感
嘆

の
声
が
上
が
っ
た
。

一
日
目

Ｐ
べ
っ
た
」
「出
た
」
と
小

声
で
ラ
イ
ン
際
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
て

い
た
観
衆
は
最
終
日
は
、

「イ
ン
」

「ア
ウ
ト
」
と
大
声
援
で
あ
る
。
短

期
間
に
皆
に
魅
力
と
親
近
感
を
与
え

た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第

一
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
自
身
の
競

技
の
面
白
さ
が
上
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
ル
ー
ル
も
知
ら
な
か
っ
た
人
達
が

何
度
も
体
育
館
に
足
を
運
び
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
競
技
の
魅
力
を
見
つ
け
た

の
は
ど
う
し
て
か
。

私
は
選
手
の
熱
心
な
競
技
態
度
等
、

―

天
野
　
裕
子
―

い
ろ
い
ろ
上
げ
ら
れ
る
中
で
、
選
手

達
の
民
泊
が
大
き
な
役
を
果
た
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
ル
ー
ル
が
よ
く

わ
か
ら
な
く
て
も
、
「う
ち
に
泊
っ

て
い
る
選
手
が
出
る
か
ら
・
と
か
、

「近
所
に
選
手
が
泊
っ
て
い
る
か
ら
」

と
応
援
に
何
度
か
体
育
館
に
行
き
、

自
然
に
魅
力
が
わ
か
っ
て
き
た
の
だ

ス
マ
つ
レｃ田
や
つ
。

民
泊
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
問
題
も

あ
る
と
思
う
が
、
良
い
成
果
も
大
き

い
と
思
っ
た
。
私
の
聞
い
た
民
宿
家

庭
の
多
く
は
歓
迎
し
て
い
る
し
、
選

手
達
も
、
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
と

喜
ん
で
い
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
達
が
、
こ
れ

を
機
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
み

た
い
と
答
え
て
く
れ
た
事
は
大
変
嬉

し
か
っ
た
。

持
回
り
国
体
の
意
義
を

一
つ
見
つ

け
た
よ
う
に
も
思
っ
た
。
そ
し
て
、

私
は
こ
こ
に
あ
る
親
子
の
会
話
を
紹

介
し
て
、
終
り
に
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
は
総
合
開
会
式
（１０
月
２３
日
）

終
了
後
の
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
あ
っ

た
。「さ

っ
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
い
い
経
験

を
し
た
ね
。
も
う
同
体
は
さ
っ
ち
ゃ

ん
が
大
き
く
な
っ
て
、
婆
ち
ゃ
ん
に

な
ら
ん
と
佐
賀
に
は
こ
ん
の
よ
。
そ

の
時
、
母
ち
ゃ
ん
と
、
け
ん
ち
ゃ
ん

と
見
に
行
っ
た
事
、
思
い
出
さ
な
あ

い
け
ん
よ
。
そ
の
時
は
、
母
ち
ゃ
ん

も
父
ち
ゃ
ん
も
生
き
て
い
ん
と
思
う

け
ん
」

「何
´
ヶ

」

「団
体
い
う
の
は
各
県
ぐ
る
ぐ
る
国

っ
ち
ょ
る
ん
よ
。
だ
か
ら
今
度
佐
賀

へ
く
る
の
は
、
ず
―
っ
と
後
の
事
な

ん
だ
か
ら
・

「そ
う

，
。
今
日
の
事
よ
く
覚
え
て

お
く
よ
」

私
の
心
に
深
く
残

っ
た
会
話
だ
っ

た
。

地
元
の
声
援
を
浴
び
る
少
年
女
子
の
ペ
ア

25



◆
連
載
◆
お
日
さ
ん
や
子
供
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
た
め
の
シ
リ
ー
ズ

。
第
七
回

26

私
の
回
顧
録

「
バ
ド
キ
チ
」
だ
っ
た
頃

伊

藤

基

記

―

能
本̈
女
子
大
学
警

一真

協
△曇

委
量

前
回
、
前
々
回
に
わ
た
っ
て
私
は
、

こ
の
稿
で
、
中
年
ビ
ギ
ナ
ー
の
心
得

と
し
て
、
上
手
な
人
の
プ
レ
ー
を
よ

く
見
る
こ
と
、
シ
ョ
ー
ト

・
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
先
ず
マ
ス
タ
ー
す
べ
き
こ
と
、

又
こ
ま
切
れ
の
時
間
を
利
用
し
、
生

活
全
体
と
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
挑

戦
す
る
位
の
心
掛
け
が
大
切
で
あ
る

こ
と
、
そ
う
し
て
、
全
体
的
な
基
礎

的
体
力
と
し
て
、
懸
垂
と
跳
躍
が
重

要
な
役
割
を
し
め
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

さ
て
今
回
は
、
三
十
八
オ
か
ら
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
著

者
の
自
慢
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

公
式
的
な
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
上
達
の

セ
オ
リ
ー
ば
か
り
述
べ
て
も
、
や
は

り
な
に
か
、
他
人
か
ら
の
借
り
も
の

を
集
め
た
よ
う
で
、
隔
靴
掻
痒
の
感

が
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

従
っ
て
、
今
回
は
敢
え
て
年
寄
り
の

冷
水
的
、
回
顧
録
に
限
を
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

０
　
早
朝
に
挑
む

今
か
ら
二
十
数
年
前
の
時
代
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き
る
よ
う
な
体
育

館
は
ま
さ
に
稀
少
そ
の
も
の
で
し
た
。

熊
本
も
御
多
聞
に
も
れ
ず
、
何
と
か

つ
か
え
る
体
育
館
は
あ
っ
て
も
、
先

進
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
が
沢
山
あ
っ
て
、

い
う
な
れ
ば
、
会
場
そ
の
も
の
が
飽

和
状
態
で
あ
っ
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

が
は
い
り
込
む
余
地
が
あ
ろ
う
筈
が

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
体
育
の
大
御

所
的
存
在
の
先
生
方
の
中
に
は
公
然

と

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
羽
根
つ
き
遊

び
だ
よ
、
あ
ん
な
も
の
ス
ポ
ー
ツ
じ

ゃ
な
い
よ
」
と
う
そ
ぶ
く
人
が
い
た

位
の
時
代
で
し
た
か
ら
、
封
建
気
風

の
強
い
地
方
で
は
、
特
に
風
当
り
が

強
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
で
も
、
こ
れ
に
近
い
考
え
の
体

育
人
が
五
万
と
い
る
こ
と
は

一
応
計

算
に
い
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し

ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
誰
が
よ
い
悪
い

と
い
う
問
題
で
な
く
、
要
す
る
に
歴

史
的
な
必
然
性
の
上
の
現
象
で
あ
っ

た
し
、
現
在
も
そ
の
名
残
り
は
充
分

あ
る
の
で
す
が
、
何
し
ろ
、
練
習
場

や
大
会
会
場
を
見
付
け
る
の
に
、
今

か
ら
で
は
想
像
も
で
き
な
い
手
間
が

か
か
っ
た
も
の
で
し
た
。
私
の
勤
務

す
る
熊
本
女
子
大
学
も
当
時
は
や
っ

と

一
面
と
れ
る
講
堂
が
あ
る
き
り
で
、

そ
れ
も
天
丼
の
高
さ
が
五
米
そ
こ
そ

こ
で
、
ド
リ
ブ
ン
・
ク
リ
ア
で
も
や

っ
と
通
る
程
度
の
も
の
で
、
お
隣
り

の
熊
本
商
科
大
学
の
体
育
館
な
ら
、

何
と
か
や
れ
る
天
丼
の
高
さ
な
の
で

す
が
、
何
し
ろ
、
日
中
は
、
さ
き
程

も
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
は
い
り
込
む
隙
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

窮
余
の
策
と
し
て
、
私
達
は
早
朝
練

習
を
思

い
た
ち
ま
し
た
。
「朝
、
早

う
な
ら
よ
か
た
い
」
ル
）で

，
許
可
を

も
ら
っ
て
、
照
明
の
な
い
兵
営
改
造

の
体
育
館
に
朝
六
時
頃
集
合
し
ま
し

た
。
冬
な
ど
は
ま
だ
暗
く
て
バ
ー
ド

が
何
と
か
見
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

か
け
あ
し
や
体
操
を
や
っ
た
も
の
で

し
た
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
、
第

一
時
限
に
授
業
の

な
い
も
の
は
、
十
時
過
ぎ
ま
で
ね
ば

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

朝
早
く
起
き
さ
え
す
れ
ば
、
二
時

間
か
ら
四
時
間
た
っ
ぷ
り
や
れ
る
の

で
す
か
ら
、
ま
さ
に
テ
ン
ホ
ー
で
し

た
。
そ
れ
に
世
の
中
は
さ
き
に
つ
ば

を
つ
け
た
方
が
勝
と
い
う
も
の
で
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
ば
り
ば
り
や
っ
て

い
る
と
、
あ
と
か
ら
き
た
、
他
の
種

目
の
人
達
も
、
お
い
ど
い
て
く
れ
と

は
な
か
な
か
申
し
出
に
く
い
ら
し

く
、
実
績
？
が
も
の
を
云
っ
て
、
九

州
大
会
な
ど
で
優
勝
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
照
明
も
つ
き
、
ラ
イ
ン
も
テ

ー
プ
か
ら
、
実
線
に
か
わ
る
と
い
う

わ
け
で
、　
い
つ
の
間
に
か
、
コ
ー
ト

の
使
用
権
？
の
よ
う
な
も
の
を
獲
得

し
て
い
ま
し
た
。

早
朝
だ
け
で
は
物
足
ら
ず
、
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
も
、
ど
こ
の
体
育



館
が
使
用
可
能
と
わ
か
れ
ば
、
自
転

車
や
か
け
あ
し
、
バ
ス
で
、
か
け
つ

け
て
、
チ
ョ
ー
ク
で
ラ
イ
ン
を
か
い

て
頑
張
っ
た
も
の
で
す
。
残
っ
た
間

題
は
シ
ャ
ト
ル
で
し
た
。
こ
わ
れ
た

シ
ャ
ト
ル
の
折
れ
て
い
な
い
羽
根
を

ぬ
い
て
集
め
、
曲
り
具
合
い
を
見
て

（陸
鳥
オ
ン
リ
ー
で
し
た
か
ら
）、

別
の
シ
ャ
ト
ル
の
折
れ
た
羽
根
に
植

え
か
え
、
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
を
つ
け
、

糸
か
が
り
を
し
て
、
再
製
シ
ャ
ト
ル

？
を
つ
く
り
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
は
少

し
気
兼
ね
を
し
ま
し
た
。
努
力
を
し

た
と
か
頑
張
っ
た
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
や
り
た
く

て
仕
方
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
コ

ー
ト
に
近
づ
い
て
、
バ
ー
ド
を
打
つ

音
が
き
こ
え
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

か
け
あ
し
に
な
り
、
靴
の
ひ
も
を
結

ぶ
手
が
ふ
る
え
た
も
の
で
す
。
寝
て

も
さ
め
て
も
、
心
は
パ
ー
ド
を
追
い

打
ち
つ
づ
け
て
い
ま
し
た
。
ま
っ
た

く

「バ
ド
キ
チ
」
で
あ
り
、
「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
病
中
毒
串
一者
」
で
し
た
。

然
し
、
私
は
こ
の
病
気
に
か
か
っ
た

こ
と
を
今
で
も
全
く
後
悔
し
て
い
ま

せ
ん
。
紙
数
が
つ
き
た
よ
う
で
す
。

こ
の
つ
づ
き
は
次
号
で
。

③

●
体
裁
＝
Ａ
５
判
１
２
８
ぺ
―
ジ
、
う
ち
カ

ラ
ー
ー
６
ペ
ー
ジ

●
主
な
内
容

第
Ｉ
部
＝
大
会
経
過
と
試
合
全
記
録

☆
必
勝
の
念
で
出
発
☆
波
乱
を
含
み
準
決
勝

へ
☆
ベ
ッ
ク
接
戦
の
末
敗
る
☆
日
本

つ
い
に

Ｖ
４
な
ら
ず
☆
ユ
ー
バ
ー
杯
チ
ー
ム
合
宿
記

☆
観
戦
記

・
決
勝
全
ス
ト

ロ
ー
ク

・
プ

レ
ー

第
Π
部
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
対
策
を
さ
ぐ
る

☆
こ
れ
か
ら
の
若
手
育
成
が
肝
要

（小
宮
淳

宏
）
☆
選
手
よ
も

っ
と
自
分
に
き
び
し
く
あ

れ

（中
山
紀
子
）
☆
全
世
界
に
眼
を
向
け
よ

う

（福
井
正
康
）
☆
背
水
の
陣
で
総
力
を
あ

げ
て
が
ん
ば
ろ
う

（片
岡
輝
明
）
☆
第
７
回

ユ
ー
バ
ー
杯
大
会
日
本
チ
ー
ム
監
督
と
し
て

（小
飼
栄

一
）

第
Ⅲ
部
＝
オ
フ

・
ザ

ｏ
コ
ー
ト

☆
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
の

一
年
間

（中
山
紀
子
）

☆

Ｓ

Ａ

Ｉ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

，

？

，

（
福

井

正

康

）

☆

選
手
団
日
記

●
定
価
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
中

込
部
数
を
明
記
の
う
え
、
左
記
あ
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

●
申
込
宛
先
＝
〒
１５０
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一

ノ

一
ノ

一
・
岸
記
念
体
育
会
館
内

。
日
本

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
出
版
局

ュ
杯
係

代
金
後
払
い
に
て
発
売
中
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∂

①

渋
谷
バ
ー
ド

ク
ラ
ブ

（Ｓ
・Ｂ
・Ｃ
）

″
わ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ

と
題
し
ま
し
て
、

職
業
、

マ
マ
さ
ん
バ

生
を
問
わ
ず
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
あ
ら
ゆ
る
ク
ラ
ブ

い
た
し
ま
す
。

″
楽
し

い
ク
ラ
ブ
″
″
厳
し

い
ク
ラ
ブ

″
名
門
ク
ラ
ブ

″
新
設
ク
ラ
ブ
″
い
ろ

い
ろ
な

″
ク
ラ
ブ
″
が
登
場

い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
″

日
会
館
完
成
と
同
時
に
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
深
い
理
解
の
あ
っ
た
初
代
館

長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
か
ね
て
よ

リ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
及
に
腐
心
さ

れ
て
来
た
東
京
都
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
理
事
の
清
水
先
生
を
中
心
に
、
初

心
者
を
対
象
と
し
た
Ｓ

・
Ｂ

。
Ｃ

・

（渋
谷
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
）
が
発
足
し

ま
し
た
。　
一
九
七
二
年
七
月
の
こ
と

は
も

ち

ろ

一
般
、
学

で
す
。
経
験
者
と
初
心
者
が
ほ
ぼ
同

数
で
し
た
が
、
教
え
る
こ
と
の
で
き

る
人
は
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。

回
と
に
か
く
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
つ

い
て
右
も
左
も
判
ら
ず
、
た
だ
練
習

を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
区
民
大
会
に

出
て
Ｓ

・
Ｂ

・
Ｃ
の
名
を
覚
え
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の

二

・
三
年
ぐ
ら
い
で
す
。

日
そ
の
間
に
多
く
の
人
が
大
会
し
、

去
っ
て
行
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
練

習
内
容
も
、
ム
ー
ド
も
、
そ
の
つ
ど

変

っ
て
来
ま
し
た
。
指
導
体
制
が

一

貫
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
前

に
、
ク
ラ
ブ
自
体
の
意
義
と
目
標
が

あ
い
ま
い
だ
っ
た
為
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
色
々
な
考
え
を
持
っ
た
人
々

の
集
ま
り
で
あ
る
社
会
人
ク
ラ
ブ
の
、

必
ず
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
過
程
で
あ

っ
た
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

回
私
達
が
知
っ
て
い
る
限
り
の
社
会

人
ク
ラ
ブ
は
、
学
生
時
代
に
活
躍
し

た
よ
う
な
人
を
中
心
に
、
そ
の
リ
ー

ド
に
頼
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
よ
う

今
回
よ
り

、　
一
流
プ

回
皆
さ
ん
渋
谷
の
街
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
で
は
公
園
通
り
は
い
か
が

で
す
か
。
ハ
チ
公
前
か
ら
西
武
デ
パ

ー
ト
、
パ
ル
コ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
国
立
競

技
場
、
原
宿
に
至
る
、
今
や
渋
谷
で

最
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
通
り
で

す
。
そ
の
中
程
に
私
達
の
ホ
ー
ム
コ

ー
ト

″渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
″
が
あ

り
ま
す
。
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で
す
。
私
達
の
ク
ラ
ブ
も
同
じ
で
す
。

し
か
し
い
つ
ま
で
も
そ
う
し
た
他
力

本
願
の
状
態
で
は
い
け
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
は
ク
ラ
ブ
の
中
堅

を
中
心
に
、
彼
等
が
ク
ラ
ブ
の
ム
ー

ド
を
つ
く
り
、
リ
ー
ド
し
て
い
く
と

い
う
体
制
に
移
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
期
に

来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ク
ラ
ブ

と
し
て
の
余
裕
が
で
き
た
証
拠
で
し

回
そ
し
て
行
く
行
く
は
、
私
達
の
ク

ラ
ブ
の
初
心
者
を
、
優
秀
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
育
て
て
、
そ
れ
を
ク
ラ
ブ
の

名
誉
と
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ク
ラ

ブ
を
夢
見
て
い
ま
す
。

回
幸
い
一
年
ほ
ど
前
か
ら
小
島
先
生

（Ｒ

・
Ｓ
元
町
）
に
も
指
導
し
て
い

た
だ
く
機
会
を
得
、
私
達
も
渋
谷
区

で
は
常
に
上
位
に
位
置
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
夢
へ
の
第

一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

日
午
前
の
会
員
は
三
十
名
。
会
費
は

一
ヶ
月
千
三
百
円
。

九
時
半
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
体
操
、

素
振
り
、
オ
ー
ル
ロ
ン
グ
、
オ
ー
ル

シ
ョ
ー
ト
等
の
実
戦
的
練
習
の
後
、

練
習
試
合
を
行
い
十

一
時
四
十
五
分

よ
り
最
も
苦
し
い
腹
筋
、
背
筋
、
下

士
身
等
の
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
待

っ
て
い
ま
す
。
午
前
の
部
は
マ
マ
さ

ん
が
会
員
の
殆
ん
ど
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
全
員
、
歯
を
く
い
し
ば
っ
て

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
て
い
ま

す
。
小
島
先
生
の
激
励
が
マ
マ
さ
ん

達
の
限
界
を
日
々
延
ば
し
て
い
る
こ

と
は
明
白
で
す
。

回
夜
の
部
の
会
員
は
四
十
名
。
男
女

半
数
ず
つ
。
資
格
は
勤
労
者
に
限
っ

て
い
ま
す
。
会
費
は
三
ヶ
月
二
千
五

百
円
。

毎
週
木
曜
日
の
午
後
五
時
半
、　
一

日
の
仕
事
を
終
え
、
三
二
五
五
渋
谷

勤
労
福
社
会
館
三
階
の
体
育
館
に
仲

間
が
現
わ
れ
ま
す
。
六
時
を
ま
わ
る

こ
ろ
に
は
、
三
面
の
コ
ー
ト
は
ほ
ぼ

満
員
。
各
自
、
自
由
に
基
礎
打
ち
や
、

試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
六
時
三

十
分
、
メ
ン
バ
ー
も
そ
ろ
い
、
ウ
ォ

ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
で
全
員
体

育
館
を
十
周
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

（女
子

は
五
周
）
、
準
備
体
操
の
後
、
素
振

り
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
各
部
分
の
強

化
、
そ
の
日
の
テ
ー
マ

（オ
ー
ル
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
、
２

・
１
等
）
と
続
き
、

八
時
か
ら
練
習
試
合
を
行
な
い
ま
す
。

年
間
計
画
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
、
そ

の
月
、
そ
の
週
の
練
習
予
定
は
あ
る

の
で
す
が
、
欠
席
や
入
会
、
退
会
に

よ
っ
て
予
定
通
り
運
ば
な
い
の
が
悩

み
の
種
で
す
。

日
八
時
四
十
分
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
整
理

体
操
、　
コ
ー
ト
清
掃
の
後
解
散
、
シ

ャ
ワ
ー
室
へ
。
ま
だ
終
り
ま
せ
ん
。

夜
の
渋
谷
は
誘
惑
が
多
い
の
で
す
。

行
き
つ
け
の
店
で
ま
だ
ほ
て
っ
て
い

る
身
体
に
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
流
し
込

み
な
が
ら
反
省
会

（？
）
を
開
き
ま

す
。こ

う
し
た
ア
フ
タ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
か
ら
結
婚
ヘ
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
カ

ッ
プ
ル
も
何
組
か
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
進
行
中
も
あ
る
よ
う
で
す
。

日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
自
信
の
あ
る
人
、

初
心
者
で
も
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
人
、
そ

し
て
お
酒
の
強
い
人
も
も
ち
ろ
ん
。

と
に
か
く
、
毎
週
欠
か
さ
ず
ク
ラ
ブ

に
参
加
で
き
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

◇

風
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間
７３
　
＝
オ
‐
ル
に
な
っ
た
と
き
、
主
審
と
し
て
、

追
い
つ
か
れ
た
方
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

「
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
」
す
る
か
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
し
ま
せ
ん
」
と

答
え
た
の
で
、
「

１４
ゲ
ー
ム

・
ポ
イ
ン
ト
＝
」
と
し

て
お
こ
な
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
点
と
れ
ず
に

サ
ー
ビ
ス
・
オ
ー
バ
ー
と
な
り
、
更
に
相
手
も
ポ
イ

ン
ト
が
と
れ
ず
、
再
度
、
サ
ー
ビ
ス

・
オ
ー
バ
ー
と

な
り
、
今
度
は
、
「
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
」
と
い
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

笈
目　
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
最
初
に
１４
オ
‐
ル
に
な

っ

た
と
き
、
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
ゲ
ー

ム
で
は
、
セ
ッ
テ
イ
ン
グ
の
状
態
は
生
じ
ま
せ
ん
。

（第
Ｉ
編
問
５３
以
下
参
照
）
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、

１３

オ
ー
ル
ま
た
は
１４
オ
‐
ル
に
な
っ
て
、
次
の
サ
ー
ビ

ス
の
シ
ャ
ト
ル
が
打
た
れ
な
い
内
に
す
る
と
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
場
合
、
も
う
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
は
で
き

ま
せ
ん
。
（
規
則
７
条

の
１
）
先
に
１
点
と
っ
た
方

が
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の
勝
者
と
な
り
ま
す
。

間
７４
　
‐３
オ
‐
ル
の
と
き
、
「
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」
し

な
い
で
、

１４
オ
ー
ル
の
と
き
、
す
る
の
は
か
ま
い
ま

せ
ん
ね
。

答
　
そ
れ
は
、
か
ま

い
ま
せ
ん
。

１３
オ
‐
ル
に
追

い

つ
か
れ
た
側
が
、
セ
ッ
テ
イ

ン
グ
し
な
い
で
、
再
度

リ
ー
ド
さ
れ

（
１３
‐
‐４
）
、
も
う

一
度
、

１４
オ
‐
ル

に
追

い
つ
い
た
と
き
に
は
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
き
ま

す
。
競
技
規
則
７
条
の
３
は
、
そ
う

い
う
意
味
で
す

か
ら
ね
。

問
７５
　
女
子
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
、

１０
オ
ー
ル
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
と
き
、
３
点
ま
で
や
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー
を
宣
し
た
あ
と
で
、
間
違

い

に
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

策
目　
結
論
か
ら
い
い
ま
す
と
、
訂
正
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
女
子
の
シ
ン
グ
ル
ス
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ

は
、
９
オ
「
ル
の
と
き
は
、
あ
と
３
点
、

１０
オ
ー
ル

の
と
き
は
、
あ
と
２
点
で
す
ね
。
（規
則
７
条
の
２
）

こ
れ
を
審
判
も
プ

レ
ー
ヤ
ー
も
気
づ
か
ず
に
、
３
点

ま
で
や
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
ね
。
次
の
サ
ー
ビ
ス

が
な
さ
れ
る
前
、
す
な
わ
ち
２
点
と
っ
た
と
き
に
気

が
つ
か
な
い
で
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
さ
れ
て
し
ま

う
と
訂
正
で
き
な
い
の
で
す
。
（規
則
２４
条
）

ま
し
て
、
ゲ
ー
ム

・
オ
ー
バ
ー
が
宣
せ
ら
れ
た
ら

ば
、
そ
の
グ
ー
ム
は
、
そ
の
時
点
で
終
了
で
す
。

間
７６
　
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
サ
ー
パ
ー
の
得
点
が
０
や

偶
数
点
の
と
き
は
、
右
側
の
コ
ー
■
か
ら
、
奇
数
点

の
と
き
は
、
左
側
の
コ
ー
ト
か
ら
サ
ー
ビ
ス
す
る
の

で
す
ね
。
そ
れ
な
の
に
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
と
き
は
、

０
な
の
に
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ト
が
右
の
と
き
や
左
の
と

き
が
あ
っ
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
。

答
　
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
は
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
延
長
戦
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
前
の
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
た

も
の
が
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
わ
け
で

す
か
ら
、
１
点
ゲ
ー
ム
の
と
き
の
９
オ
ー
ル
、

１５
点

ゲ
ー
ム
の
と
き
の
１３
オ
‐
ル
に
な

っ
た
と
き
の
セ
ッ

テ
ィ

ン
グ
が
、
こ
の
問
題
点
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
の
９
ま
た
は
１３
が
０
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
以

後
の
ポ
イ
ン
ト
が
奇
数
と
偶
数
が
逆
に
な
る
わ
け
で

す
。
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
と
き
の
カ
ウ
ン
ト
は
、
な
れ

て
い
て
も
よ
く
間
違
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
意
味
は
、
実
力
伯
仲
で
両
者
が

も
う
１
点
ま
た
は
２
点
で
、
ゲ
ー
ム
が
終
了
と
い
う

と
き
、
改
め
て
短

い
ゲ
ー
ム
を
セ
ッ
ト
す
る

（設
け

る
）
と
い
う
意
味
で
、
規
定
の
ポ
イ
ン
ト
よ
り
長

い

ゲ
ー
ム
に
な
る
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
カ
ウ
ン
ト
も
改
め
て
０
か
ら
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
記
録
上
は
、
前
の
ポ
イ
ン

ト
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
を
加
え
た
も
の
を

書
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
練
習
を
重
ね
て
、

早
く
な
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
編
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間
７７
　
ダ
ブ

ル
ス
の
と
き
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

「
０
オ
ー
ル
」
と
コ
ー
ル
し
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
最
初
の
状
態
に
も
ど

す
の
で
す
か
。

答
　
い
い
え
、
前
間
で
も
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の
延
長
戦
み
た
い

な
も
の
で
す
か
ら
、
カ
ウ
ン
ト
こ
そ
０
か
ら
は
じ
め

ま
す
が
、
す
べ
て
前
の
続
き
で
す
。

従

っ
て
、
ダ
ブ
ル
ス
の
場
合
は
、
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ

の
時
、
フ
ァ
ー
ス
ト

・
サ
ー
バ
ー
な
ら
ば
勿
論
、
そ

の
続
き
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト

・
サ
ー
バ
ー
が
サ
ー
ブ
す

る
し
セ
カ
ン
ド

・
サ
ー
バ
ー
な
ら
ば
、
セ
カ
ン
ド

・

サ
ー
バ
ー
が
サ
ー
ブ
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
開
始
の
と
き

の
よ
う
に
、
最
初
サ
イ
の
イ
ン
サ
イ
ド
は

一
人
し
か

サ
ー
ビ
ス
権
が
な
い
と
い
う
の
と
は
違

い
ま
す
。

第
９
章
　
判
定

に
関
す

る
ト
ラ
ブ

ル

の
事
例

間
７８
　
試
合
中
、
線
審
が

「
イ
ン
」
と
い
っ
た
の
に
、

主
審
が
、
今
の
は
ア
ウ
ト
で
あ
る
と
い
っ
て

「
ア
ウ

ト
」
を
宣
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
主
審
の
と

っ
た
処
置
は
ま
ち
が
い
で
す
。
（規
則
２８
条
）

線
審
は
、
担
当
ラ
イ
ン

（間
２‐
参
照
）
に
つ
い
て

は
、
唯

一
、
最
終
の
決
定
者
で
す
か
ら
、
主
審
と
い

え
ど
も
、
こ
れ
を
く
つ
が
え
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
前
に
、
審
判
法
の
章
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、

主
審
が
自
分
の
側
の
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
担
当
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
場
合
は
、
当
然
主
審
が

判
定
す
る
の
で
す
よ
。

た
だ
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
す
か
ら
間
違
わ

な

い
で
下
さ
い
。

ダ
ブ
ル
ス
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
レ
シ
ー
バ
ー
が
見
送

っ
た
シ
ャ
ト
ル
が
ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン
と
バ
ッ

ク
バ
ウ
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の
間
に
落
ち
た
と
主
審
は
み

ま
し
た
が
、
線
審
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ト
と
感
ち
が
い
し
て

「
イ
ン
」
と
判
定
し
た
よ
う

な
場
合
で
す
。

主
審
は
　
り
線
審
に
、
今
の
落
下
点
を
確
認
さ
せ
る
。

（指
な
ど
で
示
さ
せ
る
）
。

主
審
の
み
た
落
下
点
と
同
じ
な
ら
ば
、

線
審
に
規
則
の
解
釈
の
違
う
こ
と
を
教

え
て
、
訂
正
さ
せ

「
ア
ウ
ト
」
と
判
定

し
ま
す
。

０
主
審
の
み
た
落
下
点
と
違
う
な
ら
ば
、

（主
審
が
見
違
え
る
こ
と
も
あ
る
。
）

線
審
の
判
定
通
リ
ゲ
ー
ム
を
進
行
す

′
●

。

こ
の
際
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
他
の
人
の
意
見
が
は
い

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（規
定
２３

条

・
同
２８
条
）

間
７９
　
線
審
を
し
て
い
て
、
自
分
は

「
イ
ン
」
と
判

定
し
た
が
、
も
う

一
人
が

「
ア
ウ
ト
」
と
判
定
し
ま

し
た
。
仕
方
が
な
い
の
で
二
人
で
話
し
合
っ
て
、
結

局
、
「
ア
ウ
ト
」
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

答
　
大
切
な
の
は
、
そ
の
判
定
の
ラ
イ
ン
が
、
ど
ち

ら
の
線
審
の
担
当
ラ
イ
ン
で
あ
る
か
で
す
。
線
審
の

判
定
は
、
担
当
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

（間
３４
参
照
）
は
、

最
終
の
も
の
で
す
か
ら
、
担
当
ラ
イ
ン
の
方
の
線
審

の
判
定
を
採
る
べ
き
で
す
。
（規
定
２８
条
）
た
だ
、

中
間
点
に
落
下
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
問
題
で
す
ね
。

そ
の
場
合
、
落
下
点
を
確
認
し
、

一
致
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
両
者
の
意
見
が

一
致
し

な
い
と
き
は
、
「
レ
ッ
ト
」
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

問
８０
　
試
合
中
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
主
審
の
判
定
に
不

服
で
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
ｏ

〓
ロ
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
主
審
の
判
定
が
最
終
の
も

の
で
す
か
ら
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
こ
の
判
定
に
従
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
（規
定
２‐
条
）

も
し
、
主
審
の
判
定
に
対
し
て
疑
間
の
あ
る
場
合

は
、
質
問
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
断
し
て
、
抗
議
や
異
議
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
規
定
７‐
条
）
従

っ
て
、
主
審
の
判
定
が
、
規
則
上

誤
り
が
な
い
限
り
、
そ
の
判
定
に
従
わ
な
い
プ

レ
ー

ヤ
ー
は
、
そ
の
試
合
を
放
棄
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。
（規
定
２７
条
）

し
か
し
、
規
則
上
の
解
釈
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る

場
合
は
、
審
判
長
に
提
訴
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

（規
定
２‐
条
）
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New Products Information

●
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ボ
ー
ツ

美
し
さ
と
機
能
の
出
会
い

さ
わ
や
か
な
ウ

エ
ア

有名スポーツ店で販売しております◆

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ウ
ェ
ア
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

た
せ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。

∃
ネ
ッ
ク
ス
で
は
、
そ
こ
に
ポ
イ

ン
ト
を
お
い
て
、
ウ
エ
ア
作
り
に
専

念
し
て
い
ま
す
。

「青
い
空
と
緑
の
大
地
」
果
し
な

く
豊
か
に
明
る
い
、
心
の
広
が
り
を

象
徴
す
る
。
そ
れ
は
今
、
ス
ポ
ー
ツ

の
世
界
だ
け
．て
は
な
く
、
世
界
中
の

人
々
が
望
み
を
託
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
果
し
な
い
人
間
根

源
の
願
望
を
、
人
々
と
共
に
追
い
求

め
て
行
く
∃
ネ
ッ
ク
ス
。
そ
の
基
本

精
神
の
も
と
に
、
∃
ネ
ツ
ク
ス
の
ウ

ェ
ア
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

爽
快
な
ホ
ワ
イ
ト
を
基
調
と
し
た

「ブ
ル
ー
＆
グ
リ
ー
ン
」
の
カ
ラ
ー

・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
象
徴

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人

人
の
合
い
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

∃
ネ
ッ
ク
ス
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛

す
る
人
の
心
を
知
り
、
年
齢
を
こ
え
、

性
別
を
こ
え
、
そ
し
て
国
籍
を
こ
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
す
べ
て
に

そ
れ
を
訴
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
が
、
今
年
、
ス

ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
と
い
う
よ
り
、
も
う

一
つ
押
し
進
め
た
ブ
レ
イ
ウ
エ
ア
を

発
表
い
た
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
々
の
、
ウ
ェ

ア
に
対
す
る
要
求
の
ほ
と
ん
ど
は
、

着
や
す
き
、
扱
い
や
す
さ
で
あ
り
、

そ
の
良
好
な
状
態
が
持
続
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ブ
レ
イ

の
し
や
す
さ
を
第

一
に
考
え
、
必
要

の
な
い
も
の
を

一
切
省
く
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
そ
し
て
決
定
的
な
ポ
イ
ン

ト
を
捕
え
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
、
今
年
の
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ウ
ェ

ア
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
、
ス

ラ
ッ
ク
ス
な
ど
の
ベ
ル
ト
レ
ス
で
あ

り
、
サ
イ
ド
ゴ
ム
ベ
ル
ト
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
位
置
、
そ
の
長
さ
、
幅
は
、

長
い
時
間
の
、
検
討
と
実
験
を
重
ね

て
得
た
結
論
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ブ
レ
イ
ヤ
ー
の
た
め
の
ウ
ェ
ア
で
あ

り
、
そ
の
素
材
も
ウ
エ
ア
の
用
途
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
機
能
面
の
追
求
か
ら
ウ
ェ

ア
の
基
本
を
定
め
、
そ
の
上
で
デ
ザ

イ
ン
を
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
ウ
エ
ア
の
も
う

一
つ
の

特
徴
は

”ト
ー
タ
ル

・
デ
ザ
イ
ン
“

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
消
費
傾

向
か
ら
出
さ
れ
た
結
論
で
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
組
合
せ
を
と
っ
て
も
、

ス
ツ
キ
リ
ま
と
ま
る

「
∃
ネ
ッ
ク
ス

の
ウ
エ
ア
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
お
求
め
に
な

っ
て
も
、
統

一
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
さ

を
安
心
し
て
お
求
め
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

∃
ネ
ッ
ク
ス
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ア
を
超
え
た
ブ
レ
イ
ウ
エ
ア
を
提
供

し
続
け
ま
す
。

∃ネックス・スポーッウェァ
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NQ19

◆このコーナーで紹介した製品は全国

ハイ トーマス (ゴーセン)

よ
る
ラ
ケ
ッ
ト
の
変
形
が
な
い
な
ど
、

竹
の
特
性
を
生
か
し
た
利
点
が
多
く
、

ス
ピ
ー
ド

・
パ
ワ
ー

・
ス
マ
ー
ト
を

要
求
す
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
に
必
ず
マ

ッ
チ
す
る
こ
と
で
し
よ
う
。

¥700 ●ゴーセン

ウインテックス

す
で
に
好
評
を
博
し
て
い
る
ゴ
ー

セ
ン
が
ガ
ツ
ト
の
中
．て
今
爆
発
的
人

気
を
呼
ん
で
い
る
の
が
こ
の
カ
ー
ボ

ン
入

《
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
》
ガ
ツ
ト
。

こ
の

《
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
》
は
超
強

力
の
ナ
イ
ロ
ン
志
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
を
ら
せ
ん
形
に
巻
き
付
け

た
も
の
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
・
ワ
イ
ヤ

ー
つ
き
の
た
め
、
長
時
間
ゆ
る
み
が

こ
ず
、
耐
久
性
に
す
ぐ
れ
、
鋭
い
反

発
力
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
特
殊
性
油
と
カ
ー
ボ
ン
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
の
作
用
に
よ
っ
て
温
度
、

湿
度
の
激
変
に
も
変
質
せ
ず
、
す
べ

て
の
点
で
従
来
の
ナ
イ
ロ
ン
ガ
ツ
ト

に
ま
さ
る
も
の
で
す
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
す
諸
君
の

ラ
ケ
ッ
ト
に
こ
の
ゴ
ー
セ
ン
の
技
術

陣
が
創
り
あ
げ
た
傑
作

《
ウ
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
》
が
必
ず
や
、
フ
ィ
ツ
ト
す

る
は
ず
で
す
。

●
ゴ

ー
セ

ン

ハ
イ
ト
ー
マ
ス

Ｎ。
．
Ｂ

４５

今
度
わ
が
社
で
は
竹
製
な
れ
ば
こ

そ
発
揮
で
き
る
威
力
が
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
プ
レ
ー
に
適
し
た
材
質
の
特

性
で
あ
る
こ
と
に
着
日
し
て
、
そ
の

研
究
成
果
を
集
積
、
こ
こ
に
今
話
題

の
バ
ン
ブ
ー
ラ
ケ
ッ
ト

《
ハ
イ

・
ト

ー
マ
ス
》
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

￥

４

５

０

０

特
長
は
、
竹
と
木
に
よ
る
合
板
の

た
め
、
フ
レ
ー
ム
が
強
靭
、
竹
の
特

譜
製
腿
聾
臥
記
靭

００

薄
い
フ
レ
ー
ム
に
竹
独
特
の
強
さ
て
、

振
り
が
シ
ャ
ー
プ
に
な
り
素
早
い
動

き
が
で
き
、
ま
た
、
ガ
ツ
ト
張
り
に

ウインテックス (ゴーセン)
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中 沢 静 夫

高 橋 悦 子

横 渡 千鶴子

竹 内 ヒロ子

遠 藤 滋 郎

清   信 雄

堀 込   晃

野 村 成 雄

日 暮   薫

長谷川 美 恵
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小 島 南海雄
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139231蓮 子 健 二
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139471岸  田 一 恵

1395111坂 勝 則

1395511141 円 清 美

139591リ ト L 健 三

139631熊  谷 和 夫

13967 r,ll 好  雄

139711森  山 美奈子

泰     浩

蓬 原 美 枝

小 河 美紀子

rlt 川 玲 子

中 溝 達 義

卜 谷   博

|′l 木 るり子

rl 石 清 美

(1 島 ユキ子

相|  イく    「午

松 1亡  正 秋

北 川 守 雄

石 田   裕

青 木 芳 子

山 本 真基子

別 府 光 治

松 井  徹

籾1 ″く 蒙: ホロ

ノ
lヽ 津 善 久

秋 田 房 子

山 田 幹 子

直 江 幹 夫

笠 井 知 吉

13924

13928

13932

13936

13940

13944

13948

13952

13956

13960

13964

13968

13972

13925

13929

13933

13937

13941

13945

13949

13953

13957

13961

13965

13969

13926

13930

13934

13942

13946

13950

13954

13958

13962

13966

13970

山口県バ ドミン トン協会

押 川 俊 明  13973

上 田 節 夫  13977

福 原 繁 雄 13981

鳥取県バ ドミン トン協会

雄

介

幸

幸

原

守

石

津

口員委査審

一
一
男

弘

修

富

達

橋

本

府

高

山

別

13976

13980

13984

岡   照 徳

安 部 一 夫

瀬 尾 昌 玄

松 浦 正 樹

中 村 まゆみ

上 杉 ヒロ子

村 田 靖 子

岩 崎 儀 夫

山 本 展 子

安  部  よしか

岩 田 幸 恵

松 本 淳 子

大 田 きよみ

13985

13989

13993

13997

14001

14005

14009

14013

14017

14021

14025

14029

14033

審査委員 津 守 幸 介

佐々木 義 政

倉 本 仁 司 13988

柏 木 茂 樹 13992

西 原 満 昭  13996

森 上 文 子 14000

釜 田 登美子  14004

岩 本 利 子  14008

金 坂 秋 博 14012

前 原 真 文 14016

安 部 みゆき 14020

遠 藤 里 加 14024

門 永 あさみ  14028

倉 敷 裕 子 14032

14038

14042

14046

14050

14054

東京都バ ドミン トン協会
審査委員 組 村   明

大 田 耕 貴

則

雄

子

子

子

里

秀

満

道

孝

和

原

田

田

田

島

上

薄

寺

増

羽

夫

男

次

子

子

春

康

恒

修

綾

恵

清

谷

井

　

森

田

田

柿

石

楠

大

吉

下

14035

14039

14043

14047

14051

14055

藤 井 喜久男  13974

柴 崎 文 夫  13978

飯 田   正  13982

佐 藤 賢 順 13975

高 橋 敏 茂 13979

古 村   正  13983

小 野 宗 -13986
柏 木 慎 ‐郎  13990

日 本寸 周 li  13994

11∫  川 テ志 良6  13998

奥 宮   泉  14002

扇 野 フ ミエ  14006

萩 原 冬 男  14010

柏 木 功 次 14014

渡 部 桂 子  14018

景 山 多美江  14022

竹 中 弘 美 14026

糸田 り|1  糸屯 子   14030

野々口 智 子  14034

宮 本 良 博 13987

阿 部 孝 造  13991

石 井   幹  13995

中 村   薫  13999

林   保 子  14003

安 達 ひろみ  14007

安 原 砂 雄 14011

篠 垣 美 紀 14015

谷 口 葉 子  14019

由 永 元 子 14023

先 灘 智栄子  14027

藤 岡 美 保 14031

子

江

和

子

子

悦

静

孝

良

恭

田

生

藤

脇

納

長

麻

佐

西

加

14036

14040

14044

14048

14052

篠 崎 美 枝  14037

橋 本 知 子 14041

石 田 知 子  14045

海老沢 幸 子  14049

浦 田́′洋 子  14053
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判員になった人々 の氏名発表

京都府バ ドミン トン協会
行

明

良

嘉

尾

村

松

野

口員委査審

大阪府バ ドミン トン協会

木 村 義 和

栗 田 慧 子

村 上 康 子

井戸本   守

今 西   正

安 原 捷 行

田 中 順 子

勝 間 由紀枝

京 極 高 久

上 垣 和 正

安 井 木ノ実

浜 野 玲 子

布 谷 義 一

関 岡 健 一

石 飛 智恵子

岩 元 好 隆

野 畑 欣 市

山 田   寛

岩 佐 真理子

村 山 京 子

須 田   豊

高 橋 みすゑ

長 代 紺允子

和 田 多息子

河 村 和 子

島 中 玲 子

上 里 順 子

阪 本 純 子

35

13814

13818

13822

13826

13830

13834

13838
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13846

13850

13854

13858

13860

13864

13868

13872

13876

13880

13884

13888

13892

大 根 すい子

吉 武 千鶴代

神 鳴 尉 子

古 河 久 美

平 松 枝里子

田 中 弘 子

永 沢 鶴 代

田 村 由 美

平 井 きくえ

本 部 絹 子

今 野 モ ト子

富 田 繁 子

沖   允 恵

石 田 展・ 子

斎 藤 篤 司 13817

田 中 雄 作  13821

中 村   進  13825

石 田   孝  13829

加 藤 晃 司 13833

若 山 道 江 13837

藤 本   享  13841

西 村 元 延  13845

中 沢 美智子  13849

本 間 律 子  13853

福 田 敬 子 13857

井 上 順 二  13863

前 野 次 信 13867

岩 元   ;壺  13871

中 オ寸 I ―-  13875

黒 田 行 茂 13879

林   孝 子  13883

岡 部 雅 文  13887

安  本寸 カロ寿二予  13891

水 野 1見 子  13898

中 村 春 美  13902

原   早 恵  13906

高 橋   尚  13910

松 倉 富 子 13914

酒 井 れ い  13918

木 村 義 春 13922

晴

夫

正

敏

脇

来

宮

宝

一員委査審

東京都バ ドミントン協会
明

次徳

村

須

組

〓
一

日員委査審

13895

13899

13903

13907

13911

13915

13919

13896

13900

13904

13908

13912

13916

13920

13897

13901

13905

13909

13913

13917

13921

森 尾 順 子  13815

谷 口 京 子  13819

松 岡 美佐子  13823

山 本 清 二  13827

塩 見 靖 男 13831

/1ヽ  野  裕  ,台   13835

村 崎 光 郎 13839

川 西 美津子  13843

岩 崎 多美子  13847

黒 田 さかえ 13851

鳥 居 範 子 13855

浅 見 孝 子 13859

人 見 大 助 13816

木 村 美智子  13820

ヽヽ       扉肇  ― ・   13824

前 川 泰 之  13828

清 重 義 ,F,13832

田 村 幸 美  13836

霞   達 夫  13840

原   隆 康  13844

大 山 il 子  13848

谷 沢 律 子 13852

九 住 純 子 13856

Jし  出      隆   13861

阪 本 和 枝 13865

平 田 真理子  13869

岩 元 武 雄 13873

中 田   茂  13877

兵 庫 武 史 13881

渡 辺 厚 子 13885

高 田 佳 泰 13889

田 中 澄 子 13893

南 手 良 裕 13862

大 田 耕 造  13866

江 口 文 明  13870

藤 井 正 和 13874

伊 藤 義 次 13878

福 本 千 春  13882

不口 田 ―‐ 凛「  13886

中 田 斗志子  13890

鈴 木 あけみ  13894



昭和 51年度 日本バ ドミン トン協会検定審査用具一覧表

日 本 バ ドミ ン トン協 会

用 具 委 員 会  (単 位 円 )
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κ 501 半袖ン ャノ (
スリープレスンャツ (
プリーンスコート (
スリープレスンャツ (

1.600

4.eoo lE62r,tL*(frリース )

T.T.T
DEI「 1

DE!「 I

DE:FI
DE:FI
リース )

リース )

DEl「 1 )

リース )

ツ (リ ース )

DE[「 1 )

リース

リース
リース
リース

リ ース

(W,0～ loO)
(W6〔

～
85)

(W,0～100)
(W68-85)
ライン入り )

(W9C「400)
(W68-35)

袖
袖
　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

＞

ン

長
半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一

用
用

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ズ

ン
グ

″ナ
子

　
　
　
　
　
ッ
ン
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
ン
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＜
‘
ヽ

406ン ョー トパンツ

407ン ョー トパンツ

N427巻 スカー ト イ

402シ ョー トパ ンツ

ス トリングスの部
コンカー
ロンンープ
アカツキナイロン

ウィンテックス
ハイオーンープ  (青スパイラル )

″   (ア ンパー )

ハインープデラ ックス (青スパイラル )
″     (赤 スパイラル )

ハインープ
LEOINA SHEEP 66
HORN SHEEP DX
HORN SHEEP
SANY― SHEEP SSW
SP SHEEP
TOA GUT
ヨネックスンープ DX
ヨネックスンープ

2.750 |w r - + /
:|'::1  芳
2.600 1       ″

2500
2,250
2.100
る|あ ::|   ;
る|:::|  ;
5,60o la^1r2.71,-yW
5.500 1      ″

'|:::|  '::::|  `
::::1  芳

〕:::|  `
2,800 I

2.000

200

2,600
2.500
2,500

`|:::|   `:|:::|  ;
:|:::|  ;
2.000 |

舞::]彫後F犀ず躊
2,60 O

4oolFt6rr"tL*&
5oo I

700 lffi r - | ,
500 1      ″

soo I

400 1       ″

400 1       ″

350 1      ″

soolF tr a H ffi
400 1      ″

5so I

300 1       ″

300 1      ″

:::|ヨネックスrストッ悌
550 1      ″

く諸骰 の事情により, f合な く価格が変更される場合があ りますが,あらか しめ ご r承 くださぃ>

κ5000

|





◆
揃
え
て
保
存
す
れ
ば
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
百
科
事
典
に
な
る
◆

38

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
バ
ツ
ク
ナ
ン
バ
ー
販
売

一
覧
表

１
号
＝
品
切
れ

２
号
＝
品
切
れ

３
号
＝
品
切
れ

４
号
＝
品
切
れ

５
号
＝
品
切
れ

６
号
＝
品
切
れ

７
号
＝
品
切
れ

８
号
＝
品
切
れ

９
号
＝
品
切
れ

１０
号
＝
品
切
れ

Ｈ
号
＝
品
切
れ

‐２
号
＝
品
切
れ

‐３
号
＝
１
０
０
円

の
指
導
法

＝
号
＝
１
０
０
円

‐５
号
＝
品
切
れ

‐６
号
＝
品
切
れ

‐７
号
＝
品
切
れ

‐８
号
＝
１
０
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
同
大
会
写

真
グ
ラ
フ
▼
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
徹
底

的
研
究

‐９
号
＝
１
０
０
円

▼
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
監
督

。
選
手
の
手

　

▼
私
た
ち
の
練
習
法
▼
イ
ン
タ
ハ
イ

記
▼
日
本
協
会
の
組
織
と
運
営
▼
私

　

▼
小
島
は
ハ
ル
ト
ノ
に
な
ぜ
勝
て
ぬ

２９
号
＝
１
３
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
特
集
▼
高
木

が
女
王
に
カ
ム
バ
ッ
ク
▼
近
づ
く
ユ

杯
▼
代
表
選
手
を
診
断
す
れ
ば

３０
号
＝
１
３
０
円

▼
第
１
回
国
際
女
子
競
技
会
▼
世
界

を
め
ざ
す
▼
全
国
の
用
具
ア
ン
ケ
ー

ト
▼
百
万
人
の
バ
■
上
達
法

３‐
号
＝
品
切
れ

３２
号
＝
１
３
０
円

▼
海
外
遠
征
総
ま
く
り
▼
近
づ
く
ユ

杯
と
海
外
情
勢
▼
第

一
線
選
手
ア
ン

ケ
ー
ト

３３
号
＝
品
切
れ

３４
号
＝
１
３
０
円

▼
ユ
杯
の
三
連
勝
な
る
▼
栄
光
と
熱

戦
の
あ
と
▼
神
様
に
昇
格
し
た
中
山

主
将
▼
栄
冠
、
涙
あ
り

３５
号
＝
品
切
れ

３６
号
＝
品
切
れ

３７
号
＝
１
３
０
円

▼
卜
杯
ア
ジ
ア
東
地
区
決
勝
▼
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
五
輪
報
告
▼
全
国
中
学
生
大

会
▼
百
万
人
の
バ
ド
上
達
法

３８
号
＝
品
切
れ

３９
号
＝
１
３
０
円

▼
鹿
児
員
国
体
▼
全
日
本
学
生
選
手

権
▼
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
基
盤
と

現
状
▼
バ
ド
７２
年
１０
大
ニ
ュ
ー
ス

４０
号
＝
‥
３
０
円

▼
４７
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
小

島

″
像
砧
″
▼
女
子
ホ
ー
プ
は
目
白

押
し
▼
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
は

４‐
号
＝
１
３
０
円

▼
第
２
回
国
際
女
子
競
技
会
▼
欧
州

の
女
王
▼
た
く
ま
し
く
変
身
し
た
欧

州
勢

４２
号
＝
品
切
れ

４３
号
＝
品
切
れ

４４
号
＝
品
切
れ

４５
号
＝
品
切
れ

４６
号
＝
１
３
０
円

▼
生
国
の
実
力
と
そ
の
周
辺
▼
ハ
ル

ト
ノ
以
外
対
抗
で
き
ず
▼
中
国
×
英

国
４
戦
の
全
記
録

４７
号
＝
１
３
０
円

▼
第
２４
回
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
金
沢
市
工

と
四
条
畷
に
栄
冠
▼
西
村
、
単
複
と

も
に
危
げ
な
し
▼
徳
田
″
中
山
二
世
″

４８
号
＝
１
３
０
円

▼
第
１
回
日
中
競
技
大
会
▼
抜
群
の

ス
ピ
ー
ド
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
▼
中
国
強

し
▼
生
国
１０
戦
全
勝
を
飾
る

４９
号
＝
１
３
０
円

▼
ア
ジ
ア
大
会
総
ま
く
り
▼
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
実
情
▼

ル
ー
ル
ー００
問
▼
百
年
の
大
計
を
考
え

よ２０
号
＝
品
切
れ

２‐
号
＝
１
０
０
円

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
発
展
の
た
め
に
▼

全
国
に
広
げ
よ
つ
、
マ
マ
さ
ん
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
▼
バ
ド
の
守
り
と
攻
め

２２
号
＝
品
切
れ

２３
号
＝
品
切
れ

２４
号
Ｈ
品
切
れ

２５
号
Ｈ
ｌ
３
０
円

▼
ネ
ッ
ト
の
話

２６
号
＝
１
３
０
円

と
ク
ラ
ブ
は
両
立
す
る
か

２７
号
＝
１
３
０
円

▼
生
国
を
め
ぐ
る
動
き
と
現
状
▼
黒

潮
国
体
▼
学
生
界
展
望

２８
号
Ｈ
ｌ
３
０
円

▼
ホ
ー
プ
順
調
に
成
長
▼
女
子
学
生

界
を
展
望
す
る
▼
小
島
海
外
で
活
躍

▼
ワ
イ
ド
版

″読
者
の
広
場
″

▼
教
職
員
大
会
▼
関
西
学
生
界
の
現

　

▼
相
沢

・
竹
中
特
集
▼
ば
ど
み
ん
と

状
▼
自
衛
隊
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
　
　
ん
昔
話
▼
こ
こ
が
き
き
た
い
▼
勉
強

▼
４８
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
小

島
輝
く
Ｖ
７
▼
湯
木
も
王
座
ガ
ッ
チ

リ
▼
２８
回
国
民
体
育
大
会

５０
号
＝
１
３
０
円

▼
中
国
チ
ー
ム
か
ら
得
た
も
の
▼
日

中
大
会
に
お
け
る
中
国
３
選
手

（湯

・
侯

・
陳
）
に
学
ぶ
連
続
写
真

５‐
号
＝
１
３
０
円

▼
第
３
回
国
際
競
技
大
会
▼
女
子
の

活
躍
で
日
本
選
抜
辛
勝
▼
連
載

（小

島

一
平
）

５２
号
＝
２
２
０
円

▼
全
英
選
手
権
大
会
▼
湯
木
２
度
目

の
女
王
の
座

へ
▼
相
沢

・
竹
中
３
連

勝
な
ら
ず
▼
連
載

（小
島
、
中
山
）

５３
号
＝
２
２
０
円

▼
全
英
選
手
権
を
終
え
て

（湯
木
博

恵
、
栂
野
尾
昌

一
）
▼
ス
ナ
ッ
プ
写

真
集
▼
連
載

（小
島
、
中
山
）

５４
号
＝
２
２
０
円

▼
第
１
回
ピ
ン
ナ
ッ
プ
特
集
▼
外
国

か
ら
の
挑
戦
者
た
ち

５５
号
＝
２
２
０
円

▼
第
五
回
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
▼

連
載

（小
島
、
中
山
）
▼
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
私

５６
号
＝
２
２
０
円



◆かんだんに本誌を綴じることのできる◆

バドミントン界専用合本バインダニ発売中
●定価 500円 (送料実費)お 申込みはハガキで

◆濃紺布張り・金文字押し・ノリ,穴あけ不要◆

▼
カ
ナ
ダ
オ
ー
プ
ン
で
池
田

・
栂
野

尾
優
勝
▼
ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙
▼
母

と
子
大
会
▼
連
載

（小
島
）

５７
号
＝
品
切
れ

５８
号
＝
２
２
０
円

▼
宝
国

。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
つ
い
に
対

決
▼
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
写
真
集

▼
連
載

（少
島
、
中
山
）

５９
号
＝
２
２
０
円

▼
第
２
回
訪
中
友
好
試
合
▼
教
職
員

大
会
▼
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
ア
ジ
ア
大
会

速
報
▼
連
載

（小
島
）

６０
号
＝
品
切
れ

６‐
号
＝
２
２
０
円

▼
第
２９
回
国
民
体
育
大
会
▼
東
、
西

日
本
学
生
選
手
権
▼
全
英
選
手
権
大

会

（ギ
ル
ク
ス
、　
ハ
ル
ト
ノ
、
グ
ナ

ラ
ン
）
連
続
写
真
▼
連
載

６２
号
＝
品
切
れ

６３
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
同
写
真
集

▼
也
密
轟
↑
Ｔ
局
）

６４
号
＝
２
２
０
円

▼
第
４
回
国
際
競
技
会
▼
湯
木
ギ
ル

ク
ス
に
快
勝
▼
英
国
強
し
▼
第
６
回

全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

６５
号
＝
２
２
０
円

▼
母
島
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
内
外
展

望
台
▼
第
１
回
全
日
本
総
合
団
体
戦

▼
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

６６
号
＝
品
切
れ

６７
号
＝
品
切
れ

６８
号
＝
２
２
０
円

▼
無
念
／
ユ
杯
Ｖ
４
な
ら
ず
▼
湯
木

中
山
の
大
健
闘
も
む
な
し
▼
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
賭
け
た
青
春

。
湯
木

６９
号
＝
２
２
０
円

▼
ユ
杯
詳
報
▼
湯
木
、
中
山
マ
イ
ペ

ー
ス
▼
相
沢

。
竹
中
不
調
▼
日
本
必

死
の
防
戦
も
及
ば
ず

７０
号
＝
２
２
０
円

▼
イ
ン
タ
ハ
イ
▼
植
野
三
冠
に
輝
く

▼
男
子
は
林
田
が
制
す
▼
東
日
本
学

生
選
手
権

７‐
号
＝
２
２
０
円

▼
卜
杯
東
地
区
予
選
対
香
港
▼
日
本

完
勝
▼
土
田
初
出
場
で
重
責
を
立
派

に
果
た
す

７２
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
社
会
人
大
会
▼
小
島
、
湯

木
が
優
勝
▼
全
国
の
指
導
者
に
望
む

こ
と

７３
号
＝
２
２
０
円

▼
第
４
回
日
中
競
技
会
▼
ヤ
ン
グ
パ

ワ
ー
林
詩
鐙
▼
は
つ
ら
つ
劉
霞
▼
中

国
ラ
ン
キ
ン
グ

７４
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
▼
小
島
不
滅

の
金
字
塔
▼
湯
木
キ
ズ
だ
ら
け
の
四

連
勝
▼
徳
田
白
熱
の
善
戦

７５
号
＝
２
２
０
円

▼
第
３０
回
国
民
体
育
大
会
▼
神
奈
川

が
二
年
ぶ
り
１０
度
目
の
栄
冠
▼
全
日

本
学
生
選
手
権

７６
号
＝
２
２
０
円

▼
卜
杯
ア
ジ
ア
東
地
区
決
勝
対
韓
国

▼
日
本
９
１
０
で
完
勝
▼
第
５
回
国

際
競
技
会
▼
銭
谷
×
シ
ュ
ナ
ー
ゼ
戦

７７
号
＝
２
２
０
円

▼
全
日
本
総
合
選
手
権
団
体
戦
▼
第

７
回
全
日
本
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

▼
ジ
ャ
カ
ル
タ
新
聞
と
ユ
ー
バ
ー
杯

７８
号
＝
３
０
０
円

▼
全
英
選
手
権
大
会
▼
ハ
ル
ト
ノ
八

回
目
の
栄
冠
▼
ギ
ル
ク
ス
は
三
冠
王

▼
ア
ジ
ア
招
待
大
会
▼
ス
ミ
ラ
ト
中

国
勢
を
連
破
し
て
優
勝

７９
号
＝
３
０
０
円

▼
卜
杯
ア
ジ
ア
地
区
決
勝
対
マ
レ
ー

シ
ア
▼
王
国
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ス

ポ
ー
ツ
界
▼
夜
明
け
の
時
代
を
ふ
り

か
え
っ
て

★
申
込
方
法
★

ハ
ガ
キ
に
ご
希
望
の
ナ
ン
パ
ー
と
冊

数
を
明
記
の
う
え
、
左
記
あ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
発
送
の
さ
い
に

振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
到

着
後
代
金
を
あ
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
週

一
回
集
計
の
う
え
集

中
的
に
発
送
す
る
シ
ス
テ
ム
を
と
り

ま
す
の
で
、
約
二
～
三
週
間
の
時
間

的
余
裕
を
み
て
＜
だ
さ
い
。

本
誌
専
用
合
本
パ
イ
ン
タ
ー
も
ぜ

ひ
同
時
に
お
申
込
み
＜
だ
さ
い
。

★
申
込
先
★

〒
‐５０
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

日
本
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
出
版
局

■

Ｖ
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●好評発売中・定価 950円 (送料実費 )
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編
集
室
か
ら

◆
今
回
は
イ
ン
カ
レ
、
国
体
を
中
心

に
編
集
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
日
程

が
重
な
っ
た
た
め
、
細
部
に
わ
た
っ

て
記
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
そ
な

え
て
の
大
き
な
反
省
材
料
と
な
り
ま

し
た
。
次
号
の
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
特

集
を
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◆
Ｈ
月
Ｈ
日
、
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
ア
ジ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
ヘ

出
場
し
た
板
垣
隆
房
監
督
以
下
、
山

本
次
生
コ
ー
チ
、
栂
野
尾
、
池
田
、

尾
崎
、
銭
谷
、
飯
野
、
土
田
の
男
子

選
手
６
名
、
栂
野
尾
、
池
田
、
徳
田
、

秋
本
、
近
藤
、
植
野
の
女
子
選
手
６

名
、
そ
れ
に
四
条
畷
の
片
岡
先
生
の

一
行
１５
名
が
無
事
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
是
非
み
な
さ
ん

に
も
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
春
早
々
に
も
企
画
を
た
て
て
特
集

を
組
み
た
い
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ

も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◆
全
国
大
会
も
３
回
目
を
迎
え
た
マ

マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
発
展
は
、

こ
こ
へ
来
て
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
試
合
を
見
学
さ
れ
た
湯
木

博
恵
さ
ん
、
池
田
美
加
さ
ん
も
異
口

同
音
に

「負
け
ソ
ー
ッ
′
」
と
舌
を

巻
い
て
、
マ
マ
さ
ん
の
ハ
ッ
ス
ル
ぶ

り
に
圧
倒
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
全
国

に
蒔
か
れ
た
こ
の
種
が
、
ど
の
よ
う

に
大
き
く
育
っ
て
い
く
か
、
益
々
楽

し
み
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

◆
今
年

一
年
間
、
読
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
遅
配
に
な
っ
た
り
、
内
容
が

乏
し
か
っ
た
り
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
が
、
編
集
部
員
の
足
並
も

そ
ろ
い
、
よ
う
や
く
遅
れ
を
と
り
戻

す
メ
ド
も
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
内
容
の
充
実
を
計
る
こ
と
に
専

念
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
″
‥
‥

◆
今
月
号
か
ら
″
わ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
″

と
題
し
ま
し
て
、
ク
ラ
ブ
紹
介
の
ペ

ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。
「私
達
の
ク

ラ
プ
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
」

と
思
わ
れ
る
方
は
、
是
非
お
便
り
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
写
真
も
同
封
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
尚

一
層
お
も
し

ろ
い
読
物
に
な
り
ま
す
。

◆
只
今
本
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
頒
布

表
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
お
手
も
と

の
旧
号
を
お
調
べ
の
う
え
、
ご
注
文

く
だ
さ
い
。
発
送
の
さ
い
に
請
求
書

と
振
込
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
お
待
ち
か
ね
の
合
本
バ
イ
ン

ダ
ー
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー

も
頒
布
中
で
す
。
い
ず
れ
も
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
な
お
、

の
う
ち
、

両
日
は
、

全
日
本
総
合
選
手
権
大
会

‐２
月
Ｈ
日
０
、

１２
日
国
の

会
場
の
国
立
競
技
場
代
々

木
第
二
体
育
館
入
口
で
、
カ
レ
ン
グ

合
本
バ
イ
ン
ダ
ー
を
発
売
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
場
へ
お
越
し
の

さ
い
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

送
料
も
か
か
ら
ず
便
利
か
と
思
い
ま

ュ一７。
◆
来
月
号
は
全
日
本
総
合
選
手
権
大

会

（オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
）
の
特
集
を

中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

ャ
パ
ン
会
場
で（

‐２
月
＝
日
～
１２
日
）

＝

昭
和
５‐
年
度

大
会
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
ー

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

第
２６
回
全
日
本
実
業
団
選
■
権
大
会

６
月
２５
‐
３０
Ｈ

一藤
沢
市

一

第
２７
国
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

８
月
１
～
６
Ｈ

一中
野
市
）

第
１５
回
今
日
本
教
職
員
選
手
権
人
公

８
月
Ｈ
～
１５
＝

・東
京
都

一

第
６
同
全
国
中
学
生
大
会

８
月
１８
～
２０
日

一仙
台
市
）

第
‐９
回
全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会

９
月
１２
，
‐５
Ｈ

一宮
崎
市

一

第
５
回
Ｈ
中
競
技
大
会
９
１１
ド
句

～

１０
月
Ｌ
句

一北
京
市
　
他
一

第
３‐
回
国
民
体
育
大
会
競
技

１０
１‐
２５
～
２８
Ｈ

一佐
賀
県
牛
汁
町
一

第
２７
口
全
日
本
学
生
選
ｉ
権
大
会

１０
月
２６
～
３‐
＝

一東
京
都

一

第
４
回
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
Ю
月
２９

～
Ｈ
月
７
Ｈ
ス

イ
デ
ラ
バ
ッ
ト
市

）

◆

開
催
の
準
備
を
進
め
て
い
る
大
会

昭
和
５‐
年
度
全
日
本
総
合
選
■
権
人

公
個
人
戦
１２
月
８
～
１２
日
一東
京
都
一

昭
―‐‐
５‐
年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
人

公
団
体
戦
２
月
１９
～
２０
Ｈ

．東
京
都
一

国
際
大
会

（招
待
）

第
６
回
国
際
競
技
大
会
１
月
下
旬

～

２
月
上
旬

（東
京
都

・
他

）

国
際
大
会

（派
遣
）

第
２０
回
全
力
十
ダ
オ
ー
フ
レ
選
手
権

大
会
１２
月
１
～
４
Ｈ
一
ト

ロ
ン
ト
市

）

第
２５
回
全
デ

ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ

ン
選

手
権
大
会
３
月
１２
～
‐５
Ｈ

（
コ
ヘ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
市
）

第
６７
‐‐――
全
英
オ
ー
プ

ン
選
手
権
大
会

３
月
２３
～
２６
Ｈ
一
ウ

エ
ン
ブ

レ
ー
市

）
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